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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
九
号
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
三
月

高
丘
連
河
内
伝
考

萬
葉
集
人
物
伝
研
究
（
十
）

川
上

富
吉

�キー
ワ
ー
ド

�萬
葉
歌
人
、
渡
来
・
帰
化
、
令
侍
東
宮
、
文
章
・
文
雅
、
大
学
頭

一
、
は

じ
め

に

『
萬
葉
集
』
巻
第
六
、
雑
歌
部
に
、

高
丘
河
内
連
の
歌
二
首

故
郷

ふ
る
さ
とは
遠 と
ほく
も
あ
ら
ず
一 ひ
と重 へ

山 や
ま越 こ

ゆ
る
が
か
ら
に
思 お
もひ
そ
我 あ

が
せ
し

（
６
一
〇
三
八
）

我 わ

が
背 せ

子 こ

と
二
人
し
居 を

れ
ば
山
高
み
里
に
は
月
は
照
ら
ず
と
も
よ
し

（
６
一
〇
三
九
）

と
あ
る
高
丘
連
河
内
（
も
と
、
樂
浪
河
内
）
の
、
出
自
・
系
譜
・
関
係
人
物
等
の

文
芸
的
な
伝
記
考
究
が
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
そ
の
氏
・
姓
・
名
に
つ
い
て

高
丘
連
河
内
（
樂
浪
河
内
）
の
出
処
は
、『
萬
葉
集
』
中
、

①
巻
第
六
、
目
録
に
、
高
丘
連
河
内
歌
二
首
（
本
文
に
、
高
丘
河
内
連
）

②
巻
第
十
七
に
、
天
平
十
八
（
七
四
六
）
年
正
月
、
応
詔
歌
（

17三
九
二
六
）

左
注
に
、
高
丘
連
河
内

と
二
ヵ
所
に
見
え
、『
続
日
本
紀
』
に
、

③
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
七
月
十
七
日

播
磨
国
大
目
従
八
位
上
樂
浪
河
内
。

④
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
二
十
三
日

正
六
位
下
樂
浪
河
内
、
令
侍
東
宮
。

⑤
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
二
十
七
日

学
業
に
優
遊
し
、
師
範
に
堪
ふ
る
者
と
し
て
、
賞
賜
の
一
人
、
文
章
の
正

六
位
下
樂
浪
河
内
。

⑥
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
五
月
十
三
日

正
六
位
下
樂
浪
河
内
、
高
丘
連
を
賜
氏
姓
。

⑦
天
平
三
（
七
三
一
）
年
正
月
二
十
七
日

正
六
位
上
高
丘
連
河
内
、
外
従
五
位
下
。

高
丘
連
河
内
伝
考
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⑧
天
平
三
（
七
三
一
）
年
九
月
二
十
七
日

外
従
五
位
下
高
丘
連
河
内
、
右
京
亮
。

⑨
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
九
月
十
二
日

散
位
外
従
五
位
下
高
岳
連
河
内
、
京
都
の
宅
地
班
給
。

⑩
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
八
月
十
一
日

造
宮
輔
外
従
五
位
下
高
岡
連
河
内
、
造
離
宮
司
。

⑪
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
正
月
七
日

外
従
五
位
下
高
丘
連
河
内
、
外
従
五
位
上
。

⑫
天
平
十
八
（
七
四
六
）
年
五
月
七
日

外
従
五
位
上
高
丘
連
河
内
、
従
五
位
下
。

⑬
天
平
十
八
（
七
四
六
）
年
九
月
二
十
日

従
五
位
下
高
丘
連
河
内
、
伯
耆
守
。

⑭
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）
年
正
月
二
十
五
日

従
五
位
下
高
丘
連
河
内
、
従
五
位
上
。

⑮
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
正
月
十
六
日

従
五
位
上
高
丘
連
河
内
、
正
五
位
下
。

⑯
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
六
月
二
十
八
日

（
内
蔵
頭
兼
大
外
記
遠
江
守
従
四
位
下
高
丘
宿
禰
比
良
麿
卒
伝
）
父
樂
浪

河
内
、
正
五
位
下
大
学
頭
。

と
十
四
ヵ
所
に
見
え
、『
藤
氏
家
伝
』（
下
、
武
智
麻
呂
伝
）
に
、

⑰
神
亀
・
天
平
初
期
（
七
二
四
～
七
三
八
）

文
雅
、
高
丘
連
河
内

と
、
計
十
七
ヵ
所
に
見
え
る
。
時
間
的
順
序
か
ら
見
て
、
③
が
初
出
で
、
「
樂
浪

河
内
」
と
あ
り
、
⑥
神
亀
元
（
七
三
四
）
年
に
、
賜
氏
姓
「
高
丘
連
」
と
な
り
、

以
後
、
①
②
を
含
め
⑮
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
ま
で
、
氏
姓
名
の
表
記
は

「
高
丘
連
河
内
」
と
一
貫
し
て
い
る
（
１
）。
⑯
の
「
大
学
頭
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

な
お
、
論
述
の
基
礎
と
し
て
、
⑯
の
記
事
の
全
文
を
こ
こ
に
、
示
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

内 う
ち
の

蔵 く
ら
の頭 か
み兼
大 だ
い外 ぐ
ゑ記 き

遠 と
ほ
つ

江 あ
ふ
み

守 の
か
み従
四
位
下
高
丘

た
か
を
か宿

�比 ひ

良 ら

麿 ま
ろ

卒 し
ゆ
つし
ぬ
。
そ

の
祖 お
や

沙
門

し
や
も
ん

詠 ゑ
い

は
、
近
江

あ
ふ
み
の

朝 み
か
ど

の
歳 ほ
し

癸 み
づ
の
と

亥 ゐ

に
次 や
ど

る
と
き
、
百
済

く
だ
ら

よ
り
帰
化

ま
ゐ
お
も
む

け

り
。
父 ち
ち

樂
浪

さ
さ
な
み
の

河
内

か
ふ
ち

は
正
五
位
下
大
学

だ
い
が
く
の

頭 か
み

な
り
。
神 じ
ん

亀 く
ゐ

元
年
、
改 あ
ら
た

め
て
高 た
か

丘 を
か連
と
す
。
比 ひ

良 ら

麿 ま
ろ、
少 わ
かく
し
て
大
学

だ
い
が
くに
遊 あ
そび
、
書 し
よ記 き

を
渉 せ
ふ覧 ら
むし
、
大 だ
い外 ぐ
ゑ記 き

に
歴 れ
き任 に
むし
て
、
外
従
五
位
下
を
授 さ
づけ
ら
る
。
宝 ほ
う字 じ

八
年
、
仲 な
か満 ま
ろが
反 へ
んを
告 つ

ぐ

る
を
以 も
ちて
従
四
位
下
を
授
け
ら
る
。
景 き
や
う雲 う
ん元
年
、
姓
宿

�を
賜 た
まは
る
。

こ
の
中
、
「
景
雲
元
年
、
姓
宿

�を
賜
は
る
。
」
は
、
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲

元
（
七
六
七
）
年
三
月
二
十
七
日
条
に
、

河
内

か
ふ
ち国
古 ふ
る市 ち

郡
の
人
、
従
四
位
下
高
丘
連
比
良
麿
に
姓
宿

�を
賜
ふ
。

と
あ
る
。（
一
）
氏
「
樂
浪
」・「
高
丘
」
に
つ
い
て

氏
「
樂
浪
」
に
つ
い
て
、
早
く
に
言
及
し
た
の
は
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
』
精
撰

本
で
、『
続
日
本
紀
』
を
引
用
し
て
、

高
丘
河

�
�歌

二
首
本
姓
ハ
樂
浪
ナ
リ
。
元
明
紀
云
。
和
銅
五
年
七
月
甲

申
、
播

�國
大
目
從
八
位
上
樂
浪
河

�
�テ

�
�正

倉
ヲ

	能
效

�功
績

ヲ

	


メ

�位
一

階
ヲ

�賜
フ

�
�一

疋
、

布
三
十

端
ヲ

	元
正
紀
云
。

養
老
五
年
正

月
戊
申

朔
庚

午
、

詔

�從
五
位
上

佐
爲

ノ
王
、
正
六
位
下
樂
浪
河

�等
ニ




�テ
ハ

��ヨ
リ
之
令

�侍
ヘ
ラ

�東宮
ニ

�焉。
同
月
甲
戌
、
詔
賜

�諸

�博
士

ニ
物

ヲ

	

河

�ハ
�
�ノ

科
、

各
賜

�
�十

五
疋
、

絲
十
五

�、
布
三
十

端
、

鍬
二
十

口
ヲ

	聖
武
紀
云
。

�亀
元
年
五
月

辛
未
、
」
正
六
位
下
樂
浪

ノ
河

�ニ
賜

�高

丘

�ト

	孝

�紀
云
。

�寶
六
年
正
月
、
正
五
位
下
。

稱
德
紀
云
。

�護
景

―2― （2）



雲
二
年
六
月
庚
子

�藏
頭
高
丘
宿

�比
良

�呂
卒
。
其

�沙
門
詠

�江

�
�

	癸
亥
自


百
濟

�歸

�

學

振
。
河

�正
五
位
下
、
大
學
ノ
頭
、

�亀
元
年

改
爲
（
二
） 高
丘

�
�比

良

�呂
少

�

大

學

�
�

覧

ス
書
記
ヲ

�景
雲
元
年
、

賜

姓

ヲ
宿

�ト

�河

�カ
事
、
紀
中
ニ

�處
處
ニ
見
エ
タ
リ
。

引
�ノ

紀
ノ


、
落
字
ア
リ
。

�ヲ
得
テ
推
量
ス
ヘ
シ
。
沙
門
詠
ト
ハ
、
詠

ノ
上
下
ニ
落
字
ア
ル
ヘ
シ
。

�

（
朱
）

沙
門

�

（ （
消
）

河

�）
ニ
テ
渡
リ
來
ル
ヲ
、
才
學
ヲ

用
タ
マ
ハ
ム
タ
メ
ニ
、

�シ
」
（ （
消
）

シ
）
テ

�俗
セ
シ
メ
給
ヒ
テ
、

�江
ノ

�

ナ
レ
ハ
、
樂
浪
ハ

�和訓
ノ

�サヽ
ナ
ミ
ヲ
氏
ニ
賜
ヒ
タ
ル

�。

�九
夷
ノ
中

ニ
樂
浪
ア
リ
。
百
濟
ノ
人
ニ
テ
、
本
姓
樂
浪
ナ
レ
ハ
、

�
�

（
朱
）

ニ

�テ呼
氏

�。


學
振
ノ
下
ニ
モ
、
當
世
ノ
字
ナ
ト
落
、
河

�ノ
上
ニ
ハ
、
必

�ノ
字
ア
ル

ヘ
シ

と
し
、
天
智
二
（
六
六
三
）
年
、
百
済
よ
り
帰
化
し
た
沙
門
詠
（
詠
の
上
下
に
落

字
あ
る
べ
し
）
が
河
内
に
渡
来
、
そ
の
才
学
を
用
い
る
た
め
に
還
俗
さ
せ
て
、
近

江 （２
）の
古
名
「
樂
浪
（
和
訓
サ
ヽ
ナ
ミ
）
を
氏
（
３
）と
し
た
か
、
ま
た
は
、
前
漢
の
武
帝

が
前
一
〇
八
年
に
衛
氏
朝
鮮
を
平
定
し
て
置
い
た
樂
浪
郡
に
よ
る
か
と
し
、
本
姓

樂
浪
（
音
に
て
呼
ぶ
か
）
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
見
解
の
い
ず
れ
を
採
る
か
判
断

に
迷
う
が
二
つ
を
懸
け
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
沙
門
「
詠
」
は
、
還
俗
後
、
氏

「
樂
浪
（
ラ
ク
ロ
ウ
・
さ
さ
な
み
）」、
名
は
「
詠
」（
あ
る
い
は
―
詠
・
詠
―
か
（
４
））

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

氏
「
高
丘
」
に
つ
い
て
、
早
く
指
摘
し
た
の
は
海
北
若
冲
『
万
葉
作
者
履
歴
』

で
、
姓
氏
録
を
引
用
し
て
い
る
。
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
篇
で
、

河
内
国
諸
蕃
、
漢
に
、

高
丘

た
か
を
か
の宿

�

す
く
ね。
百
済
国

く
だ
ら
の
く
にの
公
族

こ
う
ぞ
く、
大 た
い夫
ふ

高
侯

か
う
か
うの
後 す
ゑ、
広
陵

く
わ
う
り
よ
う
の高 か
う穆 ぼ
く自 よ

り
出 い

づ
。

高
丘
宿

�

高
丘
の
氏
名
に
つ
い
て
、
栗
田
寛
は
「
高
丘
は
、
和
名
鈔
、

讃
岐
ノ
国
三
木
ノ
郡
高 タ
カ

崗 ヲ
カ

（
多
加
乎
加
）
郷
、
土
佐
ノ
国
高
岡
ノ
郡
高
岡
郷
と

あ
る
に
由
あ
る
か
、
又
は
広
陵
は
一
本
高
陵
と
も
あ
れ
ば
、
高
陵
と
い
へ
る

韓
土
の
地
名
に
よ
り
て
、
高
丘
を
氏
に
せ
る
に
も
や
あ
ら
ん
」
と
す
る
が
、

広
陵
を
高
陵
に
作
っ
た
本
は
な
い
の
で
、
高
陵
の
地
名
に
よ
る
と
い
う
の
は

疑
わ
し
い
。
た
だ
し
高
丘
は
、
そ
の
祖
、
広
陵
の
高
穆
の
名
の
高
と
陵
と
を

あ
わ
せ
た
美
称
か
も
し
れ
な
い
。

高
丘
宿

�の
旧
姓
は
樂
浪
、
後
に

連
。
『

続
日
本
紀
』

神
亀
元
年
五
月

辛

未
条
に
「
正
六
位
下
樂
浪
河
内
高
丘
連
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
亀
元
年
（
七

二
四
）
五
月
に
樂
浪
河
内
が
高
丘
連
の
氏
姓
を
賜
わ
り
、
さ
ら
に
『
続
日
本

紀
』
神
護
景
雲
元
年
三
月
丙
子
条
に
「
河
内
国
古
市
郡
人
従
四
位
下
高
丘
連

比
良
麻
呂
賜


姓宿

�
�」と

み
え
る
よ
う
に
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）

三
月
に
高
丘
連
比
良
麻
呂
が
宿

�の
姓
を
賜
わ
っ
た
。

と
し
、「
高
丘
は
、
そ
の
祖
、
広
陵
の
高
穆
の
名
の
高
と
陵
と
を
あ
わ
せ
た
美
称
」

か
も
し
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
音
で
「
コ
ウ
キ
ュ
ウ
」
と
で
も
呼
ん

だ
の
か
。
北

村
季
吟
『
萬
葉
拾
穂
抄
』
は
、
「
高
丘 ヲ
カ

」
と
し
て
、
賀
茂
真
淵
『
萬

葉
考
』
は
「
高
丘 ヲ
カ

」
で
「
た
か
を
か
」
と
訓
み
、
『
菊
亭
文
庫
本
新
撰
姓
氏
録
』

に
は
、高 タ
カ丘 ヲ
カ
ノ宿 ス
ク祢 ネ

百
済
国
公
族
。
大
夫
高
侯
之

後
。
廣
陵
高
穆
之
後
也
。

と
あ
っ
て
、
「
た
か
を
か
」
と
訓

ん
で
い
る
。
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』
は
「
タ

カ
ヲ
カ
ノ
カ
フ
チ
」、
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
』・『
萬
葉
集
人
物
伝
』
は
、「
タ

カ
ヲ
カ
ノ
カ
フ
チ
」、
以
後
、「
た
か
お
か
」
と
訓
む
の
が
定
着
し
て
い
る
。

（
二
）
名
「
河
内
」
に
つ
い
て

名
「
河
内
」
は
、
子
の
比
良

麻
呂
の
宿
祢
賜
姓
記
事
に
、
「
河
内
国
古

市
郡
の

人
」
と
あ
り
、
『
和
名
類
聚
抄
』
（

巻
五
）
に
「
河
内
加
不

知
」
と
あ
り
、
「
カ
フ
チ
」

と
訓
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
河
内
国
は
、
古
く
、
応
神
朝
末
期
に
渡
来
土

着
し
た
百
済
の
学
者
王
仁
一
族
が
古
市
に
居
住
し
て
西
文
首
氏
と
な
っ
た
地
域
で
、

百
済
か
ら
の
渡
来
人
の
多
く
が

居
住
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
『

日
本
歴

史
地
名

高
丘
連
河
内
伝
考

―3―（3）



大
系
９
、
大
阪
府
の
地
名
Ⅱ
』
の
「
古
市
郡
」
に
、

高
丘
宿

�比
良
麻
呂
も
当
郡
に
本
貫
を
も
つ
が
、
彼
は
百
済
滅
亡
後
に
渡
来

し
た
沙
門
詠
の
孫
で
、
父
は
大
学
頭
と
な
っ
た
楽
浪
河
内
で
あ
る
が
、
お
そ

ら
く
詠
が
西
琳
寺
に
住
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
本
貫
を
も
つ
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
が
、
父
の
沙
門
詠
の
来
日
還
俗
は
、
近
江
在
住
の
こ
ろ
で
、
そ
の
古
名

「
樂
浪
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
後
、
西
琳
寺
の
住
僧
に
な
っ
た
と
は
考
え

に
く
い

（
５
）。
詠
の
子
、
河
内
が
出
生
し
た
の
は
、
「
河
内
国
」
で
あ
っ
た
た
め
「
楽

浪
」
の
「
河
内
」
と
命
名
（
６
）さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
古
市
（
不
留
知
）
」
に
よ
っ
て

「
古
市
・
古
人
」
で
も
よ
か
ろ
う
が
、「
樂
浪

さ
さ
な
みの
河
内

か
ふ
ち」
と
し
た
の
は
、
字
面
も
音

も
意
味
も
、
文
雅
の
趣
き
が
あ
っ
て
、
二
重
の
好
字
嘉
名

（
７
）で
あ
り
、
文
章
・
文
雅
・

大
学
頭
と
さ
れ
た
人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
命
名
、
名
乗
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
姓
「
連
」・「
宿
祢
」
に
つ
い
て

姓
「
連
」
に
つ
い
て
は
、
⑥
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
五
月
十
三
日
条
の
、
渡
来

系
の
人
々
へ
の
賜
姓
記
事
に
、

従
五
位
上

�

さ
ち
の妙 め
う

観 く
わ
んに
姓
を
河
上

か
は
か
み忌
寸
と
賜
ふ
。
従
七
位
下
王 わ
う
の吉 き
ち

勝 し
よ
うに
新 に
ひ

城 き

連
、
正
八
位
上
高 か
う
の

正 し
や
う

勝 し
よ
うに
三 み

笠 か
さ連
、
従
八
位
上
高 か
う
の益 や
く信 し
んに
男 を

�
ふ
さ連
、

従
五
位
上
吉 き
ち
の

宜 よ
ろ
し

、
従
五
位
下
吉 き
ち
の

智 ち

首 し
ゆ

に
並 な
ら
び

に
吉 き
つ

田 た

連
、
従
五
位
下

�
ろ
く
の

兄 え

麻 ま

呂 ろ

に
羽
う

林 り
む

連
、
正
六
位
下
賈
か

受 じ
ゆ

君 く
ん

に
神 か
む

前 さ
き

連
、
正
六
位
下
樂
浪

さ
さ
な
み
の

河
内

か
ふ
ち

に
高 た
か丘 を
か連
、
正
七
位
上
四 し

比 ひ
の忠 ち
う勇 よ
うに
椎 し
ひ野 の

連
、
正
七
位
上
荊 け
い軌 の
き武 む

に
香 か
ぐ山 や
ま連
、

従
六
位
上
金 こ
む
の

宅 た
く

良 ら
う

・
金 こ
む
の

元 ぐ
わ
ん

吉 き
ち

に
並
に
国 く
に

看 み

連
、
正
七
位
下
高 か
う
の

昌 し
や
う

武 む

に

殖 う
ゑ槻 つ
き連
、
従
七
位
上
王 わ
う
の多 た

宝 ほ
うに
蓋 み
か
さ山 や
ま連
、
勲 ぐ
ん十
二
等
高 か
う
の禄 ろ
く徳 と
くに
清 き
よ
み原 は
ら連
、

無
位
狛 こ
ま

�

の
け乎 を

理 り

和 わ

久 く

に
古 こ

衆 す

連
、
従
五
位
下
呉 ご

粛 し
ゆ
く胡 こ

明 み
や
うに
御 み

立 た
ち連
、
正
六

位
上
物 も
の

部 の
べ
の用 よ
う善 ぜ
んに
物 も
の

部 の
べ
の射 い

園 そ
の連
、
正
六
位
上
久 く

米 め
の奈 な

保 ほ

麻 ま

呂 ろ

に
久 く

米 め

連
、

正
六
位
下
賓 ひ

難 な
の大 お
ほ足 た
りに
長 な
が丘 を
か連
、
正
六
位
下
胛 か
ふ巨 こ

茂 も

に
城 き
の上 へ

連
、
従
六
位
下

谷 こ
く那 な

庚 か
う受 じ
ゆに
難 な
に波 は

連
、
正
八
位
上
答 た

本 ほ
の陽 や

春 す

に
麻 あ
さ田 だ

連
。

と
あ
り
、
二
十
四
人
中
、
「

�妙
観
に
河
上
忌
寸
」
と
あ
る

他
、
二
十
三
人
は

「
連
」
姓
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

聖
武

天
皇

即
位
、
神
亀

改
元
の

宣
命
（

第
五

詔
。

二
月
四
日
）
中
に
、

ま
た
、

官 つ
か
さ

々 つ
か
さに

仕 つ
かへ

奉 ま
つる

韓 か
ら人 ひ
と部 ど
も一
二
人
に
そ
の
負 お

ひ
て
仕
へ
奉
る
べ
き

姓 か
ば
ね名 な

賜
ふ
。

に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
神
亀
元
年
五
月
十
三
日
以
降
、
⑮
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）

年
正
月
十
六
日
条
の
記
事
ま
で
「
連
」
姓
で
、
子
の
比
良
麻
呂
が
、
神
護
景
雲
元

（
七
六
七
）
年
三
月
二
十
七
日
に
賜
姓
「
宿
祢
」
ま
で
は
、「
連
」
姓
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
な
お
、「
連
」
は
、『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
三
（
六
八
四
）
年
十

月
一
日
制
定
の
「
八
色
の
姓
」
の
第
七
位
に
当
る
。

三
、
そ
の
閲
歴
に
つ
い
て

（
一
）
出
自
・
家
系

そ
の
出
自
に
つ
い
て
、
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
三
』
で
、

（
前
項
「
二

�

（
一
）」）

引
用
の
、
子
、
比
良
麻
呂
の
卒
伝
記
事
（
⑯
）、
お
よ
び
海

北
若
冲
『
万
葉
作
者
履
歴
』
の
引
用
す
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
河
内
諸
蕃
高
丘
宿

�

条
で
、
要
録
す
れ
ば
、

百
済
国
の
公
族
、
大
夫
高
侯
の
後
、
広
陵
高
穆
よ
り
出
づ
。

高
丘
比
良
麻
呂
の
祖
、
沙
門
詠
は
、
天
智
二
（
六
六
三
）
年
、
百
済
国
よ
り
、

帰
化
し
た
。

父
、
樂
浪
河
内
、
後
、
高
丘
河
内
と
改
賜
氏
姓
。

と
い
う
こ
と
で
、
も
と
百
済
国
の
人
で
、
沙
門
詠
が
百
済
滅
亡
後
、
日
本
に
移
住
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し
た
。
そ
の
詠
の
子
で
、「
樂
浪
河
内
」
と
名
乗
っ
て
い
た
と
な
る
。「
近
江
朝
歳

次
癸
亥
自

�百済

�帰化
」
と
あ
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
二
（
六
六
三
）

年
八
月
に
白
村
江
に
お
い
て
大
唐
軍
に
大
敗
し
、
九
月
七
日
に
百
済
は
降
伏
し
、

「
国
を
去 さ

る
心
を
知
ら
し
」
め
、

辛
酉

（
十
一
日
）に
、
牟 む

弖 て

に
発 み
ち途 た

つ
。

癸
亥

（
十
三
日
）に
、
弖 て

礼 れ

に
至
る
。

甲
戌

（
二
十
四
日
）に
、
日
本

や
ま
と

の
船 ふ
な

師 い
く
さ

と
佐 さ

平 へ
い

余 よ

自 じ

信 し
ん

・
達 だ
ち

率 そ
ち

木 も
く

素 そ

貴 く
ゐ

子 し

・
谷 こ
く

那 な

晋 し
ん

首 す

・

憶 お
く

礼 ら
い

福 ふ
く

留 る

、

�

あ
は

せ
て
国 く
に
の

民 た
み

等 ど
も

、
弖
て

礼 れ
の

城 さ
し

に
至
る
。
明 く
る

日 つ
ひ

に
、
発 ふ
な

船 だ
ち

し
て
始 は
じ

め
て
日
本

や
ま
とに
向 む
かふ
。

と
あ
る
。
天
智
二
（
六
六
三
）
年
九
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
「
弖
礼
城
」
は
、
慶

尚
南
道
「
南
海
島
」
の
古
名
か
（
８
）。
日
本
の
何
処
に
何
日
着
い
た
の
か
、
そ
の
後
、

何
処
に
移
住
し
た
の
か
不
明
。

（
二
）
年
齢
・
閲
歴
に
つ
い
て

高
丘
河
内
の
年
齢
・
出
生
地
・
母
に
つ
い
て
確
た
る
史
料
は
な
い
。
河
内
の
出

生
地
が
河
内
国
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
命
名
か
ら
、
お
よ
び
、
子
の
枚
良
麻
呂
が

「
河
内
国
古
市
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
定
で
き
る
。
出
生
・
死
沒
に
つ
い
て

は
、
『
続
日
本
紀
』
等
の
史
料
に
よ
っ
て
あ
る
て
い
ど
の
誤
差
は
あ
っ
て
も
推
定

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
初
出
③
か
ら
最
後
⑮
を
年
譜
的
に
逐
一
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
沒
・
閲
歴
・
関
係
人
物
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

③
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
七
月
十
七
日

播
磨
国
大
目

だ
い
さ
う
く
わ
ん

従
八
位
上
樂
浪

さ
さ
な
み
の

河
内

か
ふ
ち

、
勤 つ
と

め
て
正 し
や
う

倉 さ
う

を
建 た

て
て
、
能 よ

く

功 く
う

績 し
や
くを
効 い
たす
。
位 く
ら
ゐ一
階
を
進
め
、

�

あ
し
ぎ
ぬ十
匹
、
布 ぬ
の卅
端
を
賜 た
まふ
。

と
あ
っ
て
、
山
陽
道
九
ヵ
国
の
大
国
の
大
目
で
従
八
位
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
大
国
の
国
司
は
、
「
守
・
介
・
大
掾
・
少
掾
・
大
目
・
少
目
・
史
生
三
人
」

で
、
大
目
は
従
八
位
上
。
こ
の
正
倉
の
功
に
よ
り
、
従
七
位
下
に
進
ん
だ
。
こ
の

年
、
一
月
二
十
八
日
に
太
安
万
侶
撰
の
『
古
事
記
』
が
献
上
さ
れ
た
（
９
）。
翌
六
（
七

一
三
）
年
五
月
二
日
に
、
『
風
土
記
』
撰
進
の
命
が
あ
っ
た
。
こ
の
前
後
、
和
銅

元
（
七
〇
八
）
年
三
月
十
三
日
、
守
正
五
位
上
巨
勢
邑
治
任
。
霊
亀
元
（
七
一
五
）

年
五
月
二
十
二
日
、
巨
勢
邑
治
任
右
大
弁
、
守
従
五
位
下
石
川
君
子
任
と
あ
る
。

国
司
の
任
期
は
四
年
で
あ
る
が
、
巨
勢
邑
治
は
和
銅
元
年
三
月
十
三
日
か
ら
霊
亀

元
年
五
月
二
十
二
日
ま
で
守
で
あ
っ
た
か
。
と
す
る
と
、
守
巨
勢
邑
治
の
下
で
風

土
記
編
集
の
仕
事
が
始
ま
り
、
後
任
の
守
石
川
君
子
の
任
期
初
期
に
か
け
て
作
業

が
続
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
間
、
樂
浪
河
内
が
大
目
、
あ
る
い
は
、
掾
ク

ラ
ス
に
昇
任
し
て
い
た
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
河
内
が
編
集
作
業
に
か
か
わ
っ

た
可
能
性
は
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
井
上
通
泰
『
播
磨
風
土
記
新
考
』
は
河
内
説
、

秋
本

吉
郎
『
（
日
本
古

典
文

学
大

系
本
）
風
土
記
』
は
三
人
の

時
代
、

吉
野

裕

『（
東
洋
文
庫
本
）
風
土
記
』
邑
治
、
河
内
の
二
人
説
が
あ
っ
て
確
定
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
河
内
と
『
播
磨
風
土
記
』
編
述
の
関
係
は
興
味
あ
る
課
題
で
あ
る
。

④
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
二
十
三
日

従
五
位
上
佐
為
王
、
従
五
位
下
伊
部
べ

王
、
正
五
位
上
紀 き

朝
臣
男 を

人 ひ
と・
日
下
部

く
さ
か
べ

宿

�老 お
ゆ

、
従
五
位
上
山 や
ま

田 だ

史
三
み

方 か
た

、
従
五
位
下
山 や
ま
の

上 う
へ

臣
憶 お
く

良 ら

・
朝 あ
さ

来 こ

直
賀
か

須 す

夜 や

・
紀 き

朝
臣
清 き
よ人 ひ
と、
正
六
位
上
越 を

智 ち

直
広 ひ
ろ江 え

・
船 ふ
ね連
大
魚

お
ほ
う
を・
山 や
ま口 ぐ
ち忌

寸
田 た

主 ぬ
し

、
正
六
位
下
樂
浪

さ
さ
な
み
の

河
内

か
ふ
ち

、
従
六
位
下
大 お
ほ

宅 や
け

朝
臣

兼 か
ね

麻 ま

呂 ろ

、
正
七
位
上
土 は

師 じ

宿

�百 も
も村 む
ら、
従
七
位
下
塩 し
ほ屋 や

連
吉 き
ち麻 ま

呂 ろ

・
刀 と

利 り
の宣 せ
ん

令 り
や
うら
に

詔
み
こ
と
の
りし
て
、

退
朝

み
か
ど
さ
が
りの
後
、
東 と
う宮 ぐ
うに

侍 は
べら
し
め
た
ま
ふ
。

⑤
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
二
十
七
日

詔
み
こ
と
の
りし
て

曰 の
た
まは
く
、「

文 ぶ
ん人 じ
ん・

武 ぶ

士 し

は
国 こ
く家 か

の
重 お
もみ
す
る
所
な
り
。
医 い

卜 ぼ
く・

高
丘
連
河
内
伝
考
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方 は
う

術 じ
ゆ
つ

は
古 こ

今 こ
ん

、
斯
こ

れ
崇 た
ふ
と

ぶ
。
百 ひ
や
く

僚 れ
う

の
内 う
ち

よ
り
学 が
く

業 げ
ふ

に
優 い
う

遊 い
う

し
師 し

範 は
む

と
あ

る
に
堪 た

ふ
る
者 ひ
とを
擢 ぬ
き
い
だし
て
、
特 こ
とに
賞 し
や
う賜 し

を
加 く
はへ
て
後 こ
う生 せ
いを
勧 す
すめ
励 は
げ
ます
べ

し
」
と
の
た
ま
ふ
。
因 よ
りて
、
明 み
や
う

経 ぎ
や
う第
一
の
博
士

は
か
せ従
五
位
上
鍛 か
ぬ冶 ち

造
大 お
ほ隅 す
み・

正
六
位
上
越 を

智 ち

直
広 ひ
ろ江 え

に
、
各 お
の
お
の

�

あ
し
ぎ
ぬ廿
疋
、
糸 い
と廿

�、
布 ぬ
の卅
端
、
鍬 く
は廿
口

を
賜 た
まふ
。
第
二
の
博
士
正
七
位
上
背 せ

奈 な

公
行 か
う文 ぶ
ん・
調 つ
き忌
寸
古 こ

麻 ま

呂 ろ

、
従
七
位

上
額 ぬ
か

田 た

首
千
ち

足 た
り

、
明 み
や
う

法 ば
ふ

の
正
六
位
上

�

や

集 づ
め

宿

�虫 む
し

万 ま

呂 ろ

、
従
七
位
下
塩 し
ほ

屋 や

連
吉 き
ち

麻 ま

呂 ろ

、
文 も
ん

章 じ
や
う

の
従
五
位
上
山 や
ま

田 だ

史
御
み

方 か
た

、
従
五
位
下
紀
き

朝
臣
清 き
よ

人 ひ
と

・

下 し
も

毛 つ
け

野 の

朝
臣
虫 む
し

麻 ま

呂 ろ

、
正
六
位
下
樂
浪

さ
さ
な
み
の

河
内

か
ふ
ち

に
、
各 お
の
お
の

�

あ
し
ぎ
ぬ

十
五
疋
、
糸 い
と

十
五

�、
布 ぬ
の

卅
端
、
鍬 く
は

廿
口
。

�

さ
ん

術 じ
ゆ
つ

の
正
六
位
上
山 や
ま

口 ぐ
ち

忌
寸
田 た

主 ぬ
し

、
正
八

位
上
悉
し

斐 ひ

連
三
み

田 た

次 す
き

、
正
八
位
下
私 き
さ

部 き
べ

首
石 い
は

村 む
ら

、
陰 お
む

陽 や
う

の
従
五
位
上
大 お
ほ

津 つ

連
首 お
び
と

、
従
五
位
下
津
つ

守 も
り

連
通 と
ほ
る

・
王 わ
う
の

仲 ち
う

文 も
ん

・
角 ろ
く

兄 え

麻 ま

呂 ろ

、
正
六
位
上
余 よ
の

秦 は
だ勝 か
つ・
志 し

我 が

閇 へ

連
阿 あ

弥 み

�

だ

、
医 い

術 じ
ゆ
つの
従
五
位
上
吉 き
ち
の

宜 よ
ろ
し、
従
五
位
下
呉 ご

粛 し
ゆ
く

胡 こ

明 み
や
う

、
従
六
位
下
秦 は
だ
の

朝 て
う

元 ぐ
ゑ
ん

・
太 た

羊 や

甲 か

許 こ

母 も

、
解
げ

工 こ
う

の
正
六
位
上
恵
ゑ

我 が

宿

�国 く
に成 な
り・
河
内

か
ふ
ち忌
寸
人 ひ
と足 た
り・
竪 た
て部 べ

使
主
石 い
は前 さ
き、
正
六
位
下
賈 か

受 じ
ゆ君 く
ん、
正
七
位

下
胸 む
な形 か
た朝
臣
赤 あ
か麻 ま

呂 ろ

に
、
各 お
の
お
の

�

あ
し
ぎ
ぬ十
疋
、
糸 い
と十

�、
布 ぬ
の廿
端
、
鍬 く
は廿
口
。

和 わ

琴 こ
んの
師 し

正
七
位
下
文 ふ
み忌
寸
広 ひ
ろ田 た

、
唱 し
や
う歌 か

の
師 し

正
七
位
下
大 お
ほ窪 く
ぼ史
五 い

百 ほ

足 た
り、

正
八
位
下
記 き

多 た
の真 ま

玉 た
ま、
従
六
位
下
螺 さ
ざ江 え

臣
夜 や

気 け

女 め

・
�

ま
む田 た

連
刀 と

自 じ

女 め

、
正
七

位
下
置 お
き始 そ
め連
志 し

	

げ

志 し

女 め

に
は
、
各 お
の
お
の

�

あ
し
ぎ
ぬ六
疋
、
糸 い
と六

�、
布 ぬ
の十
端
、
鍬 く
は十

口
。
武
ぶ

藝 げ
い

の
正
七
位
下
佐
さ

伯 へ
き

宿

�式 の
り

麻 ま

呂 ろ

、
従
七
位
下
凡 お
ほ
し

海 あ
ま

連
興 こ
ご

志 し

・
板 い
た

安 や
す忌
寸
犬 い
ぬ養 か
ひ、
正
八
位
下
置 お
き始 そ
め連
首 お
び
と麻 ま

呂 ろ

に
、
各 お
の
お
の

�

あ
し
ぎ
ぬ十
疋
、
糸 い
と十

�、

布 ぬ
の廿
端
、
鍬 く
は廿
口
。

④
は
、
皇
太
子
首
親
王
（
聖
武
天
皇
）
へ
の
各
分
野
の
能
吏
十
六
人
に
、
退
朝

（
朝

廷
で
の

執
務
を

終
え
て

退
出
）
し
た
後
の

勤
務

外
の

仕
事

で
は
あ
る
が

重
要

な
仕

事
に

当
っ
た
。
こ
の
前

年
、
養

老
四
（
七
二

〇
）

年
五

月
二
十
二

日
、
『

日

本
紀
』
撰
上
。
八
月
三
日
、
養
老
律
令
撰
定
（
養
老
二
年
上
撰
）
に
功
の
あ
っ
た

藤
原
不
比
等
が
死
沒
し
て
い
る
。
河
内
は
③
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
に
従
七
位
下

に
昇
叙
し
、
九
年
後
④
⑤
養
老
五
（
七
二
一
）
年
に
二
階
進
み
正
六
位
下
と
あ
る
。

④
⑤
の
時
点
で
官
職
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
官
位
相
当
か
ら
「
図
書
助
・
大

学
助
・
文
章
博
士
」
の
い
ず
れ
か
の
中
、
⑤
に
「
文
章
」
の
四
人
の
一
人
『
藤
氏

家
伝
』（
下
武
智
麻
呂
伝
（


））
に
、
神
亀
六
（
七
二
九
）
年
当
時
、「
文
雅
」
の
六

人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
文
章
博
士
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
な
お
、

④
に
「
従
五
位
下
山
上
臣
憶
良
」
と
あ
っ
た
が
、
⑤
に
は
な
い
。
こ
の
頃
、
東
宮

へ
の
献
上
を
意
図
し
た
分
類
和
歌
集
で
あ
る
『
類
聚
歌
集
』
を
編
纂
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
（

�）。
憶
良
と
の
交
流
は
あ
っ
た
が
、
ど
の
て
い
ど
な
の
か
不
明
。

⑥
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
五
月
十
三
日

従
五
位
上

�

さ
ち
の妙 め
う

観 く
わ
んに

姓
を
河
上

か
は
か
み忌
寸
と
賜
ふ
。
従
七
位
下
王 わ
う
の吉 き
ち

勝 し
よ
うに

新 に
ひ

城 き

連
、
正
八
位
上

高 か
う
の

正 し
や
う

勝 し
よ
うに
三 み

笠 か
さ連
、
従
八
位
上

高 か
う
の益 や
く信 し
んに

男 を




ふ
さ連
、

従
五
位
上
吉 き
ち
の

宜 よ
ろ
し

、
従
五
位
下
吉 き
ち
の

智 ち

首 し
ゆ

に
並 な
ら
び

に
吉 き
つ

田 た

連
、
従
五
位
下

�

ろ
く
の

兄 え

麻 ま

呂 ろ

に
羽
う

林 り
む

連
、
正
六
位
下
賈
か

受 じ
ゆ

君 く
ん

に
神 か
む

前 さ
き

連
、
正
六
位
下
樂
浪

さ
さ
な
み
の

河
内

か
ふ
ち

に
高 た
か丘 を
か連
、
正
七
位
上
四
し

比 ひ
の忠 ち
う勇 よ
うに

椎 し
ひ野 の

連
、
正
七
位
上
荊 け
い軌 の
き武 む

に
香 か
ぐ山 や
ま連
、

従
六
位
上

金 こ
む
の

宅 た
く

良 ら
う

・
金 こ
む
の

元 ぐ
わ
ん

吉 き
ち

に
並
に
国 く
に

看 み

連
、
正
七
位
下

高 か
う
の

昌 し
や
う

武 む

に

殖 う
ゑ槻 つ
き連
、
従
七
位
上
王 わ
う
の多 た

宝 ほ
うに

蓋 み
か
さ山 や
ま連
、
勲 ぐ
ん十
二
等

高 か
う
の禄 ろ
く徳 と
くに
清 き
よ
み原 は
ら連
、

無
位
狛 こ
ま

	

の
け乎 を

理 り

和 わ

久 く

に
古 こ

衆 す

連
、
従
五
位
下
呉 ご

粛 し
ゆ
く胡 こ

明 み
や
うに
御 み

立 た
ち連
、
正
六

位
上
物 も
の

部 の
べ
の用 よ
う善 ぜ
んに

物 も
の

部 の
べ
の射 い

園 そ
の連
、
正
六
位
上
久 く

米 め
の奈 な

保 ほ

麻 ま

呂 ろ

に
久 く

米 め

連
、

正
六
位
下
賓 ひ

難 な
の大 お
ほ足 た
りに

長 な
が丘 を
か連
、
正
六
位
下
胛 か
ふ巨 こ

茂 も

に
城 き
の上 へ

連
、
従
六
位
下

谷 こ
く那 な

庚 か
う受 じ
ゆに

難 な
に波 は

連
、
正
八
位
上
答 た

本 ほ
の陽 や

春 す

に
麻 あ
さ田 だ

連
。

神
亀
元
（
七
二
四
）
年
二
月
四
日
、
聖
武
天
皇
即
位
、
改
元
の
宣
命
（
第
五
詔
）

中
に
、
大
赦
・
叙
位
・
賜
物
の
こ
と
が
あ
り
、
渡
来
人
の
改
賜
姓
に
つ
い
て
、

ま
た
、

官 つ
か
さ

々 つ
か
さに

仕 つ
かへ

奉 ま
つる

韓 か
ら人 ひ
と部 ど
も一
二
人
に
そ
の
負 お

ひ
て
仕
へ
奉
る
べ
き

姓 か
ば
ね名 な

賜
ふ
。

と
あ

っ
て
、
「
賜

姓
は

本
人
の

申
請
に
よ
る
の
が
ふ
つ
う
。
従

っ
て
こ
の
よ
う
な

詔
が
あ

っ
て
も
、
多

少
の

時
日
を

要
す
る
。
こ
の

場
合
は
五

月
辛

未
に

実
施
（

�）。
」

―6― （6）



さ
れ
、
⑥
の
二
十
四
人
の
多
数
に
一
括
賜
姓

（

�）が
あ
り
、
「
正
六
位
下
樂
浪
河
内
に

高
丘
連
」
と
あ
る
。
④
養
老
五
（
七
二
一
）
年
に
正
六
位
下
と
あ
り
、
三
年
後
の

⑥
で
も
正
六
位
下
で
、
文
章
博
士
で
あ
っ
た
か
。

こ
の
後
、
神
亀
六
（
＝
天
平
元
年
。
七
二
九
）
年
二
月
十
二
日
、
長
屋
王
の
変
。

三
月
四
日
、
藤
原
武
智
麻
呂
任
大
納
言
と
な
り
、
藤
原
四
兄
弟
の
時
代
と
な
る
。

こ
の
頃
重
要
な
人
物
に
つ
い
て
、⑰
『
藤
氏
家
伝
』（
下
、
武
智
麻
呂
伝
）
に
、

六 ろ
く

年 ね
ん

に
、
大
納
言

だ
い
な
ふ
ご
ん

に
遷 う
つ

る
。
公 こ
う

、
為
人

ひ
と
と
な
り

温 や
は

雅 ら
か

に
し
て
、
諸 も
ろ
も
ろ

の
事 こ
と

を
備 そ
な

へ

た
り
。
既 す
でに
喉
舌

こ
う
せ
つと
な
り
て
、
帝 み
か
どの
猷 の
りを
賛 ほ

め
揚 あ

ぐ
。
出 い

で
た
ま
へ
ば
乗 し
よ
う

輿 よ

に
奉

つ
か
へ
ま
つり
、
入 い

り
た
ま
へ
ば
枢 す
う機 き

を
掌 つ
か
さ
どる
。
朝 て
う議 ぎ

あ
る
に
至 い
たり
て
は
、

平 た
ひ
らか
な
る
こ
と
を
持 た
もち
て
和 あ
ま
なふ
こ
と
を
合 は
かる
。
朝
廷

み
か
ど、
上
下

か
み
し
も安
静

し
づ
かに
し
て
、

国 く
にに
怨

�

う
ら
みな
し
。

是 こ
の

時 と
き

に
当 あ
た

り
て
、
舎
人

と
ね
り

親 し
ん

王 わ
う

は
知
ち

太 だ
い

政 じ
や
う

官 く
わ
ん

事 じ

、
新 に
ひ

田 た

部 べ

親 し
ん

王 わ
う

は
知
ち

惣 そ
う

管 く
わ
ん

事 じ

、
二 じ

弟 て
い

北 ほ
く

卿 き
や
う

は
知
ち

機 き

要 え
う

事 じ

と
あ
り
。
其 そ

の
間 こ
ろ

、
参 さ
む

議 ぎ

の
高 か
う

卿 き
や
う

に

は
、
中 ち
う納 な
ふ言 ご
ん丹 た
ぢ比 ひ
の

県 あ
が
た守 も
り、
三 さ
む弟 て
い式 し
き部 ぶ

卿 き
や
う宇 う
ま合 か
ひ、
四 し

弟 て
い

兵 ひ
や
う部 ぶ

卿 き
や
う麻 ま

呂 ろ

、
大 お
ほ

蔵 く
ら

卿 き
や
う鈴 す
ず鹿 か
の

王 お
ほ
き
み、
左 さ

大 だ
い弁 べ
ん

�

か
づ
ら木 き
の

王 お
ほ
き
みあ
り
。

風 ふ
う流 り
うの
侍 じ

従 じ
ゆに
は
、
六
人
部

む
と
べ
の

王 お
ほ
き
み・
長
田

な
が
た
の

王 お
ほ
き
み・
門
部

か
ど
べ
の

王 お
ほ
き
み・
狭 さ

井 ゐ
の

王 お
ほ
き
み・

桜
井

さ
く
ら
ゐ
の

王 お
ほ
き
み・
石
川

い
し
か
は
の朝
臣

あ
そ
み

君 き
み子 こ

・
阿
倍

あ
へ
の

朝
臣

あ
そ
み

安 や
す麻 ま

呂 ろ

・
置 お
き
そ始 め
の

工 た
く
みら
十
余
人

と
た
り
あ
ま
り

あ
り
。
宿 し
ゆ
く

儒 じ
ゆ

に
は
、
守
部

も
り
べ
の

連 む
ら
じ

大 お
ほ

隅 す
み

・
越
を

智 ち
の

直 あ
た
ひ

広 ひ
ろ

江 え

・
肖
奈

せ
う
な
の

行 か
う

文 ぶ
ん

・

�集
や
つ
め
の

宿 す
く

�

ね

虫 む
し麻 ま

呂 ろ

・
塩
屋

し
ほ
や
の

連 む
ら
じ吉 え

麻 ま

呂 ろ

・
楢
原

な
ら
は
ら
の

造 み
や
つ
こ

東 あ
づ
ま人 ひ
とら
あ
り
。
文 ぶ
ん雅 が

に
は
、

紀 き
の朝
臣

あ
そ
み

清
人

き
よ
ひ
と・
山
田

や
ま
だ
の

史 ふ
び
と御 み

方 か
た・

�井
ふ
ぢ
ゐ
の

連 む
ら
じ広 ひ
ろ成 な
り・
高
丘

た
か
を
か
の

連 む
ら
じ河
内

か
ふ
ち

・
百
斉

く
だ
ら
の公 き
み

倭 や
ま
と麻 ま

呂 ろ

・
大
倭

お
ほ
や
ま
と
の

忌
寸

い
み
き

小 を

東 あ
づ
ま

人 ひ
と

ら
あ
り
。
方 ほ
う

士 し

に
は
、
吉 き
ち

田 た
の

連 む
ら
じ

宜 よ
ろ
し

・
御 み

立 た
ち
の

連 む
ら
じ呉 ご

明 み
や
う・

城
上

き
の
へ
の

連 む
ら
じ真 ま

立 た
て・

張 ち
や
う福 ふ
く子 し

ら
あ
り
。
陰 お
む陽 や
うに
は
、
津
守

つ
も
り
の

連 む
ら
じ

通 と
ほ
る・
余 よ
の

真 ま

人 ひ
と

・
王 わ
う
の

仲 ち
う

文 も
ん

・
大
津

お
お
つ
の

連 む
ら
じ

首 お
び
と

・
谷 こ
く

那 な

康 か
う

受 じ
ゆ

ら
あ
り
。

暦 り
や
く

算 さ
ん

に

は
、
山

口
や
ま
く
ち
の忌

寸
い
み
き

田 た

主 ぬ
し・

志 し

紀 き
の

連 む
ら
じ大 お
ほ道 ぢ

・
私

き
さ
き
べ
の石 い
は村 む
ら・

志 し

斐 ひ
の

連 む
ら
じ三 み

田 た

次 す
きら

あ
り
。
咒 し
ゆ禁 こ
むに
は
、
余 よ
の仁 に
ん軍 く
ん・

韓
国

か
ら
く
に
の

連 む
ら
じ広 ひ
ろ足 た
りら
あ
り
。
僧 そ
う綱 か
うに
は
、
少 せ
う僧 そ
う

都 づ

神 じ
ん叡 え

・
律 り
ち師 し

道 だ
う慈 じ

あ
り
。
並 な
らび
に
天
休
命

お
ほ
み
こ
と

に
順 し
た
がひ
て
、
共 と
もに
時 と
きの

政
ま
つ
り
ご
と

を
補 た
すく
。

と
あ
り
、
④

⑤
に

名
の

見
え
た
人
物
と
重
な
る

者
が
多
い
。
「
文
章
」
と
あ
っ
た

樂
浪
河
内
は
、
「
文
雅
」
六
人
の
一
人
と
し
て
、
高
丘
連
河
内
と
し
て

挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
⑥
神
亀
元
年
に
高
丘
連
河
内
と
な
っ
た
の
を
承
け
て
い
る
記
述
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
前
後
、
長
屋
王
佐
保
宅
に
て
の
詩
会
の
詩
の
多
く
載
る
『
懐
風
藻
』

に
、
河
内
の
詩
は
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
④
⑤
と
こ
の
『
家
伝
』
に
見
え
る
人
物
の
中
、
④
に
「
従
五
位
下
山
上

臣
憶
良
」
と
あ
っ
た
、
憶
良
の
名
は
、
⑤
お
よ
び
、
こ
の
『
家
伝
』
に
見
え
な
い

の
は
何
故
か
疑
問
が
残
る
。

⑦
天
平
三
（
七
三
一
）
年
正
月
二
十
七
日

正
三
位
大 お
ほ伴 と
も宿

�旅 た
び人 と

に
従
二
位
を
授 さ
づく
。
従
四
位
下
門
部

か
ど
べ
の

王 お
ほ
き
み・

春
日

か
す
が王
・

佐 さ

為 ゐ

王
に

並 な
ら
び

に
従
四
位
上
。
正
五
位
上
桜
井

さ
く
ら
ゐ

王
に
従
四
位
下
。
従
五
位
下

大 お
ほ井 ゐ

王
に
従
五
位
上
。
従
四
位
下
多 た

治 ぢ

比 ひ

真
人
広 ひ
ろ成 な
り・
紀 き

朝
臣
男 を

人 ひ
と・
大 お
ほ野 の

朝
臣
東 あ
づ
ま

人 ひ
と

に
並
に
従
四
位
上
。
正
五
位
上
大 お
ほ

伴 と
も

宿

�祖 お
ほ

父 ぢ

麻 ま

呂 ろ

に
従
四
位

下
。
正
五
位
下
中
臣

な
か
と
み朝
臣
広 ひ
ろ見 み

に
正
五
位
上
。
従
五
位
上
石 い
そ
の上 か
み朝
臣
勝 か
つ雄 を

・

平 へ

群 ぐ
り朝
臣
麻 ま

呂 ろ

・
小 を

野 の

朝
臣
老 お
ゆ、
従
五
位
下
石
川

い
し
か
は朝
臣
比 ひ

良 ら

夫 ぶ

に
並
に
正
五

位
下
。
従
五
位
下
波 は

多 た

真
人
継 つ
ぐ乎 を

・
久 く

米 め

朝
臣
麻 ま

呂 ろ

・
石
川

い
し
か
は朝
臣
夫 ふ

子 し

・
高 た
か

橋 は
し朝
臣
嶋 し
ま主 ぬ
し・

村
国

む
ら
く
に連

志 し

我 が

麻 ま

呂 ろ

に
並
に
従
五
位
上
。
外
従
五
位
下
巨 こ

勢 せ

朝

臣
奈 な

�

で

麻 ま

呂 ろ

・
津 つ

嶋 し
ま朝
臣
家 い
へ道 み
ち、
正
六
位
上
石
川

い
し
か
は朝
臣
加 か

美 み

・
大 お
ほ伴 と
も宿

�兄 え

麿 ま
ろ

に
並 な
ら
び

に
従
五
位
下
。
正
六
位
上

息 お
き

長 な
が

真
人

名
な

代 し
ろ

・
当 た
ぎ

麻 ま

真
人
広
人

ひ
ろ
ひ
と

・
巨
こ

曾 そ

倍 べ

朝
臣
足 た
る人 ひ
と・
紀 き

朝
臣
多 お
ほ麿 ま
ろ・

引 ひ
け田 た

朝
臣
虫 む
し麿 ま
ろ・

巨 こ

勢 せ

朝
臣
又 ま
た兄 え

・
大 お
ほ伴 と
も

宿

�御 み

助 す
け・

佐 さ

伯 へ
き宿

�人
足

ひ
と
た
り・

佐 さ

味 み

朝
臣
足
人

た
る
ひ
と・

佐 さ

伯 へ
き宿

�伊 こ
れ益 ま
す・

土 は

師 じ

宿

�千 ち

村 む
ら・

�

や

集 づ
め宿

�虫 む
し麿 ま
ろ・
物
部

も
の
の
べ
の韓 か
ら国 く
に連
広 ひ
ろ足 た
り・

船 ふ
ね連

薬 く
す
り・

難 な
に波 は

連
吉
成

よ
し
な
り・

田 た

辺 な
べ

史
広 ひ
ろ

足 た
り

・

�

ふ
ぢ

井 ゐ

連
広 ひ
ろ

成 な
り

・
高 た
か

丘 を
か

連
河
内

か
ふ
ち

・
秦 は
だ

忌
寸
朝 て
う

元 ぐ
ゑ
ん

に
並
に

外
従

五
位
下
。

正
六
位
上
か
ら

外
従
五
位
下
に

進
む
。
こ
の

叙
位

記
事
（
人
物
）
の
中
に
、

『
藤
氏
家
伝
』
と
重
な
る
人
物
は
、「
風
流
侍
従
」
の
門
部
王
・
狭
井
（
佐
為
）
王
・

高
丘
連
河
内
伝
考
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桜
井
王
ら
の
名
が
あ
る
。
門
部
王
は
『
萬
葉
集
』
（
３
三
二
六
）
の
作
者
か
。
佐

為
王
は
④
令
侍
東
宮
に
も
名
が
見
え
る
。
橘
諸
兄
（

�城
王
）
の
弟
で
、
橘
佐
為
。

『
萬
葉
集
』
に
作
歌
は
な
い
が
、
名
が
見
え
る
（
６
一
〇
〇
四
左
注
・
一
〇
〇
九

左
注
・

16三
八
五
七
左
注
な
ど
）
、
ま
た
、
佐
為
王
婢
の
一
首
（

16三
八
五
七
）

が
あ
る
。

⑧
天
平
三
（
七
三
一
）
年
九
月
二
十
七
日

外
従
五
位
下
高
丘
連
河
内
を
右
京
亮
と
す
。

右
京
亮
は
従
五
位
下
。
こ
の
年
、
七
月
二
十
五
日
に
大
伴
旅
人
沒
（
六
十
七
歳
）。

翌
四
（
七
三
二
）
年
十
月
十
七
日
、
「
従
五
位
上
紀
朝
臣
清
人
を
右
京
亮
」
と
あ

る
。
清
人
は
④
令
侍
東
宮
の
一
人
で
、『
藤
氏
家
伝
』
文
雅
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

天
平
九
（
七
三
七
）
年
十
二
月
二
十
三
日
、
「
従
四
位
下
門
部
王
を
右
京
大
夫
、

外
従
五
位
下
太
朝
臣
国
吉
を
亮
。
」
と
あ
り
、
脚
注
六
に
「
右
京
大
夫
の
前
任
者

は
、
こ
れ
ま
で
藤
原
麻
呂
が
京
職
大
夫
と
し
て
兼
ね
て
い
た

（

�）。
こ
こ
で
左
右
京
職

の
長
官
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
か
。
」
と
、
脚
注
七
に
「
右
京
亮
の
前
任
者
は

紀
朝
臣
清
人
（
天
平
四
年
十
月
丁
亥
条
）。」
と
あ
る
。
河
内
が
右
京
亮
と
な
っ
た

時
、
大
夫
は
藤
原
麻
呂
で
あ
っ
た
か
。
紀
清
人
の
任
右
京
亮
ま
で
僅
か
一
年
四
ヵ

月
と
短
期
間
で
、
そ
の
後
⑨
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
九
月
十
二
日
ま
で
、
散
位

で
あ
っ
た
か
。
天
平
五
（
七
三
三
）
年
、
こ
の
年
六
月
以
後
、
年
内
に
、
山
上
憶

良
沒
か
（
七
十
四
歳
）
。
天
平
九
（
七
三
七
）
年
「
是 こ

の
年
の
春
疫 え
き

瘡 さ
う

大 お
ほ

き
に
発 お
こ

る
。
初
め
筑
紫
よ
り
来
り
て
夏
を
経
て
秋
に
渉
る
。
公
卿
以
下
天
下
の
百
姓
、
相

継 つ
ぎ

て
没
死 し

ぬ
る
こ
と
、
勝 あ
げ

て
計 か
ぞ

ふ
べ
か
ら
ず
。
」
と
あ
る
。
藤
原
四
卿
沒
。
九
月

二
十
八
日
、
鈴
鹿
王
知
太
政
官
事
・
橘
諸
兄
大
納
言
・
多
治
比
広
成
中
納
言
と
な

り
、「
脚
注
六
」
に
、「
疫
病
に
よ
り
多
く
の
官
人
が
病
没
し
た
た
め
、
そ
の
欠
員

を
埋
め
る
た
め
の
特
別
の
任
官
及
び
叙
位
。」
で
、
十
二
月
十
二
日
・
二
十
三
日
・

二
十
七
日
と
任
官
叙
位
の
記
事
が
続
く
が
、
高
丘
河
内
の
名
は
な
い
。

⑨
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
九
月
十
二
日

木
工

も
く
く
の

頭 か
み

正
四
位
下
智 ち

努 ぬ

王
、
民 み
ん

部 ぶ

�

き
や
う

従
四
位
下
藤 ふ
じ

原 は
ら

朝
臣
仲 な
か

麻 ま

呂 ろ

、
散
位

外
従
五
位
下
高 た
か

岳 を
か

連
河
内

か
ふ
ち

、
主
税

し
ゆ
さ
い
の

頭 か
み

外
従
五
位
下
文 ふ
み

忌
寸
黒 く
ろ

麻 ま

呂 ろ

の
四
人

を
遣 つ
か
は

し
て
、
京
都

み
や
こ

の
百 は
く

姓 せ
い

の
宅 た
く

地 ち

を
班 あ
か

ち
給 た
ま

は
し
む
。
賀 か

世 せ

山 や
ま

の
西 に
し

の
路 み
ち

よ
り
東 ひ
む
か
しを
左 さ

京 き
や
うと
し
、
西 に
しを
右 う

京 き
や
うと
す
。

こ
の
時
、
散
位
外
従
五
位
下
高
岳
連
河
内
と
あ
っ
て
、
「
散
位
」
で
、
恭
仁
京
の

宅
地
班
給
使
と
な
っ
て
い
る
。

恭
仁
宮
・
恭
仁
京
は
、
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
十
二
月
十
五
日
、
恭
仁
宮
を

京
都
と
定
め
、
翌
十
三
年
閏
三
月
十
五
日
に
は
、

詔
み
こ
と
の
り

し
て
曰 の
た
ま

は
く
「
今
よ
り
以
の

後 ち

、
五
位
以
上
は
、
意 こ
こ
ろ

に
任 ま
か

せ
て
平
な

城 ら

に
住
む
こ
と

得 え

じ
。

如
も

し
事 こ
と

の
故 ゆ

ゑ

有
り
て

退 ま
か

り
帰 か

へ

る
べ
く
は
、
官 く
わ
ん

符 ふ

を

賜 た
まは
り
て
、
然 し
かし
て
後 の
ちに

聴 ゆ
るせ
。
其 そ

れ
、
平 な

城 ら

に
見 い
ま在 あ

る
者 ひ
とは
、
今 け

日 ふ

の
内 う
ち

を
限 か
ぎ

り
て
、

悉
こ
と
ご
と

く
皆 み
な

催 も
よ
ほ

し
発
た

て
。

自 そ
の

餘 ほ
か

の
、

他 あ
だ
し

所 と
こ
ろ

に
散
あ

在 ら

れ
た
る
者 ひ
と

も
亦 ま
た、

急 い
そぎ

追 お

う
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。

と
あ
っ
て
、
五
位
以
上
に
恭
仁
京
へ
の
移
住
を
促
し
、
同
年
八
月
二
十
八
日
に
、

平
城
の
二
市
を
恭
仁
京
に
遷 う
つす
。
九
月
八
日
、
正
四
位
下
智 ち

努 ぬ
の

王 お
ほ
き
みと
正
四
位
上

巨
勢
朝
臣
奈
弖
麻
呂
と
の
二
人
を
造
宮
卿
と
し
、
造
営
が
本
格
化
し
て
、
同
十
五

年
十
二
月
ま
で
に
、
大
極
殿
・
大
安
殿
・
皇
后
宮
・
朝
堂
な
ど
の
殿
舍
及
び
東
西

二
市
が

完
成
し
た
が
、
二
十
六
日
に
「
是 こ
こ

に
至 い
た

り
て

更 さ
ら

に
紫 し

香 が

楽 ら
き
の

宮 み
や

を
造 つ
く

る
。

仍 よ
り

て
恭
仁
宮
の

造 ざ
う

作 さ
く

を
停 と
ど

む
。
」
と
あ
り
、
十
六
年
閏
正
月
に
天

皇
、

難
波
宮

へ

行
幸
。
二
月
二
十
六
日
、
難
波
宮
を
皇 み
や都 こ

と
す
る

勅
み
こ
と
の
りが

宣
せ
ら
れ
た
。

こ
の
恭
仁
京
時
代
、
河
内
と
の
関
係
を
考
え
る
三
つ
の
こ
と
が
あ
る
。

一
つ
は
、
造
宮
卿
智
努
王
（
後
、
文
室
眞
人
）
と
の
交
流
で
あ
る
。
智
努
王
は

十
四
年
正
月
七
日
「
宮
殿
を
造
る
に
勤
め
る
を
以
て
」
賜
物
（
東

�六
十
疋
、
綿

三
百
屯
）。

同
年
八
月
十
一
日
に
、
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⑩
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
八
月
十
一
日

詔
み
こ
と
の
り

し
て
曰 の
た
ま

は
く
、
「
朕 わ
れ

、
近 ち
か
つ

江 あ
ふ
み

国
甲 か
ふ

賀 か

郡
紫 し

香 が

楽 ら
き

村
に
行
幸

み
ゆ
き

せ
む
」

と
の
た
ま
ふ
。
即 す
な
はち
、
造 ざ
う宮 く
う

�

き
や
う正
四
位
下
智 ち

努 ぬ
の

王 お
ほ
き
み、
輔 す
け外
従
五
位
下
高 た
か

岡 を
か連
河
内

か
ふ
ちら
四
人
を
造 ざ
う離 り

宮 く
う司 し

と
す
。

と
あ
っ
て
、
紫
香
楽
宮
造
営
（
十
七
年
正
月
に
「
遷

�新
京

�」）
の
た
め
の
造
離

宮
司
の
長
官
と
次
官
と
い
う
関
係
。
こ
れ
は
、
河
内
の
か
つ
て
の
③
和
銅
五
（
七

一
二
）
年
、
播
磨
国
大
目
の
時
の
正
倉
建
造
の
功
績
、
お
そ
ら
く
文
章
家
と
し
て

の
文
書
行
政
に
と
ど
ま
ら
ず
土
木
建
築
の
技
能
を
も
有
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て

い
る
の
だ
が
、
先
の
⑨
宅
地
班
給
使
と
し
て
土
地
測
量
の
技
能
、
人
事
の
采
配
の

能
力
な
ど
の
評
価
も
あ
っ
て
、
⑨
散
位
か
ら
造
宮
輔
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
⑨
宅

地
班
給
使
と
し
て
共
に
仕
事
を
し
た
智
努
王
と
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
を
推

定
で
き
る
。

二
つ
は
、
こ
の
間
、
『
萬
葉
集
』
に
、
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
八
月
十
六
日

の
作
歌
、

十
五
年
癸
き

未 び

の
秋
八
月
十
六
日
、
内 う
ち

舎
人

ど
ね
り

大
伴

お
ほ
と
も
の

宿 す
く

祢 ね

家
持

や
か
も
ち

の
久 く

迩 に
の

京 み
や
こを
讃 ほ

め
て
作
り
し
歌
一
首

今
造
る
久 く

迩 に

の
都
は
山
川
の
さ
や
け
き
見
れ
ば
う
べ
知
ら
す
ら
し

（
６
一
〇
三
七
）

高
丘

た
か
を
か
の河
内

か
ふ
ち

連 む
ら
じの
歌
二
首

故
郷

ふ
る
さ
とは
遠
く
も
あ
ら
ず
一 ひ
と重 へ

山 や
ま越
ゆ
る
が
か
ら
に
思
ひ
そ
我 あ

が
せ
し

（
６
一
〇
三
八
）

我 わ

が
背 せ

子 こ

と
二
人
し
居 を

れ
ば
山
高
み
里
に
は
月
は
照
ら
ず
と
も
よ
し

（
６
一
〇
三
九
）

の
三
首
（
家
持
一
首
・
高
丘
河
内
二
首
）
が
あ
る
。
河
内
の
作
歌
と
し
て
知
る
こ

と
の
で
き
る
の
は
こ
の
二
首
で
あ
る
。
家
持
の
題
詞
に
「
讃

�久迩
京

�作歌
」
と

あ
る
が
、
「
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
天
平
十
五
年
八
月
十
六
日
に
関
し
て
は
、
残
念

な
が
ら
『
続
日
本
紀
』
に
記
録
は
な
い
（

�）。
」
と
し
て
、
恭
仁
京
で
の
作
と
す
る
見

解
は
失
考
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
、

（
天
平
十
五
年
）
七
月
癸
亥

二
十
六
日、
紫
香
楽
宮
に
行
幸

み
ゆ
き

し
た
ま
ふ
。

（
天
平
十
五
年
）
十
一
月
丁
酉

二
日

、
天
皇
恭
仁
宮
に
還 か
へ

り
た
ま
ふ
。
車 す
め
ら

駕 み
こ
と

紫

香
楽
に
留 り
う連 れ
んす
る
こ
と
凡 お
ほ
よそ
四
月
な
り
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
三
首
の
詠
は
、
紫
香
楽
宮
で
の
あ
る
宴
席
（
仲
秋

の
名
月
、
十
六
夜
の
月
の
宴
。
家
持
も
同
席
し
た
宴
。
）
で
披
露
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
恭
仁
京
で
の
作
で
は
な
い
。
内
舎
人
で
あ
る
家
持
は
行
幸
に
供
奉
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
高
丘
河
内
も
ま
た
、
紫
香
楽
宮
造
宮
輔
と
し
て
、
紫
香
楽

宮
に
滞
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
三
首
は
紫
香
楽
宮
に
あ
っ
て
、
恭
仁
京

を
詠
ん
だ
も
の
で
、
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
三
』
の
当
該
歌
三
首
の
鑑
賞
は
、

新
都
恭
仁
京
と
旧
都
奈
良
京
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
紫
香
楽
宮
と
恭
仁
京
と

読
み
変
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
河
内
の
二
首
目
は
、
仲
秋
八
月
十
六
日
の

い
さ
よ
ひ
（
十
六
夜
）
の
月
を
詠
ん
だ
集
中
、
唯
一
例
で
あ
る
。
他
に
「
い
さ
よ

ふ
月
」
三
首
（
６
一
〇
〇
八
忌
部
首
黒
麿
・
７
一
〇
〇
八
・
７
一
〇
八
四
）
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
八
月
十
六
日
夜
の
も
の
と
は
確
定
で
き
な
い
。
な
お
そ
の
結
句
、

原
文
「
不
曜
十
方
余
思
」
の
「
曜
」
に
つ
い
て
、

「
曜
は
集

中
こ
こ
に
の
み

用
ゐ
ら
れ
て

ゐ
る
文

字
で
あ
る
。
本

意
は
日
の

輝

く
意
で
あ
る
か
ら
、
テ
ル
に
用
ゐ
ら
れ
る
。（

鴻
巣
盛
廣
『
萬
葉
集
全
釋
』）

「
曜
」
の
文
字
こ
こ
に
一
例
あ
る
の
み
。「

光
」
と
同
じ
く
テ
ル
と
訓
む
。

「
曜
」
は
万
葉
集
に
こ
の
一
例
の
み
。
日
・
月
・
星
の
明
る
く
輝
く
意
。「

明

月
清

景
を

曜
ら
す
」
（

晋
・

張
華
「

情
詩
」
）
。
（
新
日
本

古
典
文

学
大

系
本

『
萬
葉
集
』）

と
あ
る
珍
し
い
用
字
で
、『
新
撰
字
鏡
』（

享
和
本
・
群
書
類
聚
本
）
に
「
曜
耀
、

高
丘
連
河
内
伝
考
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照
也
光
明
也

�良
須
（
日
部
二
）
」
・
『
色
葉
字
類
抄
』
に
「
光
彩

照
テ
ラ
ス

テ
ル

曜
（
七
・
七
十
三
ウ
）」・『

類
聚
名
義
抄
』
に
「
曜
テ
ラ
ス
（
佛
中
、
九
七
）」
と

あ
る
。『
詩
経
』
檜
風
、
羔
裘
に
「
日
出
有
曜
（
日
出
で
て
曜 え
うた
り
）」
と
あ
る
が
、

新
大
系
本
の
脚
注
の
張
華
「
情
詩
」
は
、
『
玉
台
新
詠
』
巻
二
、
情
詩
五
首
の

「
其
二
」明

�
�
�淸

景
�

�光
照

�玄

�
�

幽
人
守

�靜
夜

�
廻

	身入

�
帷

�

束
帶
俟

	將

	�

廓
落
晨
星
稀

寐
假

�
�精

爽

�

覿
�我

佳
人



�

巧
笑
媚

�權
靨

�

聯
娟
眸
與

	眉

寤
言
增

�長

�
�

悽
然
心
獨
悲

で
あ
る
が
、
岩
波
文
庫
本
『
玉
台
新
詠
集
（
上
）』（
鈴
木
虎
雄
、
一
九
五
三
年
五

月
）・
新
釈
漢
文
大
系
本
『
玉
台
新
詠
上
』（
内
田
泉
之
介
、
一
九
七
四
年
二
月
）

と
も
に
「
か
が
や
く
」
と
訓
ん
で
い
る
。
河
内
の
「
照 て

ら
す
」
は
和
風
表
現
か
。

こ
こ
に
、
河
内
の
中
国
詩
文
の
教
養
と
和
歌
創
作
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

な
お
、
こ
の
年
前
後
に
登
場
す
る
高
丘
王
と
の
関
係
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
必

要
か
と
思
う
。
高
丘
王
の
父
祖
は
不
詳
で
あ
る
が
、
天
平
十
五
年
五
月
五
日
の
宣

命
第
十
一
詔
の
授
位
者
の
一
人
に
、「
无
位
高
丘
王
、
従
五
位
下
」。
同
年
六
月
三

十
日
任
官
者
の
一
人
「
従
五
位
下
高
丘
王
を
右
大
舎
人
頭
」
。
十
八
年
六
月
十
一

日
「
従
五
位
下
高
丘
王
に
従
四
位
下
」
。
天
平
勝
宝
元
年
三
月
三
日
「
左
大
舎
人

頭
従
四
位
下
高
丘
王
、
卒
し
ぬ
」
と
あ
り
、
天
平
十
七
年
四
月
左
大
舎
人
寮
解
に

「
従
五
位
下
守
頭
□
□
王
（
久
仁
宮
留
守
）」
と
あ
る
の
は
高
丘
王
で
あ
る
（

�）。

⑪
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
正
月
七
日

天
皇
、
大
安
殿
に
御 お
はし
ま
し
て
、
五
位
己
上
を
宴 う
た
げし
た
ま
ふ
。
詔

み
こ
と
の
りあ
り

て
、
叙
位
…

�

中
略

�…
外
従
五
位
下
高
丘
連
河
内
に
外
従
五
位
上
を
授 さ
づく
。

…

�中
略

�…
宴
訖 を
は

り
て
禄 ろ
く

賜 た
ま

ふ
こ
と
差 し
な

有
り
。
百
官
の
主
典
己
上
に
朝
堂

に
饗 み
あ
へを
賜
ふ
。
禄
、
亦
差
有
り
。

と
あ
る
こ
の
叙
位
者
の
中
に
、
家
持
、
従
五
位
下
と
あ
る
。
こ
の
年
五
月
十
一
日
、

都
を
平
城
に
復
し
、
九
月
二
十
五
日
、
天
皇
、
平
城
に
還
御
。

⑫
天
平
十
八
（
七
四
六
）
年
五
月
七
日

外
従
五
位
上

菅 す
が

生 ふ

朝
臣

古 こ

麻 ま

呂 ろ

・
巨 こ

勢 せ
の

斐 ひ

太 だ

朝
臣

嶋
村

し
ま
む
ら

・
物
部

も
の
の
べ
の

依 よ

羅 さ
み

朝
臣

人 ひ
と

会 あ
ひ

・
高 た
か

丘 を
か

連
河
内

か
ふ

ち

、
外
従
五
位
下

�

な
ら

原 は
ら

造
東 あ
づ
ま

人 ひ
と

・
小
を

治 は
り

田 だ

朝
臣

諸 も
ろ

人 ひ
と

・

民 た
み忌

寸
真 ま

楫 か
ぢに

並
に
従
五
位
下
を
授 さ
づく
。

内
位
の
従
五
位
下
に
昇
叙
し
た
。
こ
の
五
日
前
の
任
官
記
事
に
「
従
四
位
下
紀

朝
臣
清
人
を
武
蔵
守
と
す
。」
と
あ
る
。

こ
の
年
正
月
一
日
、
「
朝 で
う

を
廃
や

む
」
（
元
日
朝

賀
の

儀
を
と
り
や

め
る
。
）
脚
注

に
「

万
葉
三
九
二
二

題
詞
に
は
「
十
八
年
正
月
、

白
雪

多
零
、

積

	地
数

寸
也
」

と
み
え
る
。
関
連
あ
る
か
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
月
、

地
震
三

回
（
十
四
日
・

二
十
九
日
・
三
十
日
）
あ
り
。
さ
て
、『

萬
葉
集
』
に
、

天
平
十
八
年
正
月
、
白 は
く雪 せ

つ多 お
ほく

零
ふ

り
、
地 つ

ちに
積
つ

む
こ
と
数 す
う寸 す
んな
り
き
。

時
に
左
さ

大 だ
い臣 じ
ん

橘 た
ち
ば
な

�

き
や
う、
大 だ
い納 な
ふ言 ご
ん藤

原
ふ
ぢ
は
ら
の豊 と

よ成 な
り朝

臣
あ

そ
み

及 お
よび

諸 し
よ王 わ
う諸 し

よ臣 し
ん等 ら

を
率
ゐ

て
太 だ
い

上 じ
や
う

天 て
ん

皇 わ
う

の
御
ご

在 ざ
い

所 し
よ

中 ち
う

宮 ぐ
う

の
西 さ
い

院 ゐ
んに

参
ま

入 ゐ

り
、

供 き
よ
う

奉 ほ
う

し
て

雪 ゆ
き

を
掃 は
ら

ひ
き
。
こ
こ
に
詔

み
こ
と
の
り

を
降 く
だ

し
て
、
大 だ
い

臣 じ
ん

参 さ
ん

議 ぎ

�

あ
は

せ
て

諸 し
よ

王 わ
う

は
大 お
ほ

殿 と
の

の
上 ほ
と
り

に
侍 じ

せ
し

め
、

諸 し
よ

�

き
や
う

大 だ
い

夫 ぶ

は
南 み
な
み

の
細 ほ
そ

殿 ど
の

に
侍 じ

せ
し

め
て
、

則 す
な
はち

酒 さ
けを
賜 た
まひ
て
肆 し

宴 え
んし
た
ま
ひ
き
。

勅
み
こ
と
の
りし
て

曰 の
た
ま
はく
、

「
汝 な
む
ぢ諸 し

よ王 わ
う

�

き
や
う等 ら

、
聊 い
さ
さか
に
こ
の
雪 ゆ
きを

賦 ふ

し
て

各
お
の
お
のそ
の
歌
を
奏 ま
うせ
」

と
み
こ
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

左 さ

大 だ
い臣 じ
ん

橘
た
ち
ば
な
の宿 す
く祢 ね

の
、
詔

み
こ
と
の
りに

応 こ
たへ
し
歌
一
首
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降
る
雪
の
白
髪

し
ろ
か
みま
で
に
大
君

お
ほ
き
みに
仕 つ
かへ
奉 ま
つれ
ば
貴 た
ふ
とく
も
あ
る
か（

17三
九
二
二
）

紀 き
の朝
臣

あ
そ
み

清
人

き
よ
ひ
との
、
詔

み
こ
と
の
りに
応 こ
たへ
し
歌
一
首

天 あ
めの
下 し
たす
で
に
覆 お
ほひ
て
降
る
雪
の
光
を
見
れ
ば
貴 た
ふ
とく
も
あ
る
か

（

17三
九
二
三
）

紀 き
の朝
臣

あ
そ
み

男 を

梶 か
ぢの
、
詔

み
こ
と
の
りに
応 こ
たへ
し
歌
一
首

山
の
峡 か
ひそ
こ
と
も
見
え
ず
一
昨
日

を
と
つ
ひも
昨
日

き
の
ふも
今 け

日 ふ

も
雪
の
降
れ
れ
ば

（

17三
九
二
四
）

�井
ふ
ぢ
ゐ
の

連 む
ら
じ諸 も
ろ会 あ
ひの
、
詔

み
こ
と
の
りに
応 こ
たへ
し
歌
一
首

新 あ
ら
たし
き
年
の
初
め
に
豊 と
よの
稔 と
しし
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は

（

17三
九
二
五
）

大
伴

お
ほ
と
も
の宿 す
く祢 ね

家
持

や
か
も
ちの
、
詔

み
こ
と
の
りに
応 こ
たへ
し
歌
一
首

大 お
ほ宮 み
やの
内 う
ちに
も
外 と

に
も
光
る
ま
で
降
れ
る
白
雪
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

（

17三
九
二
六
）

藤
原

ふ
ぢ
は
ら
の豊 と
よ成 な
り朝
臣

あ
そ
み

巨 こ

勢 せ
の奈 な

弖 で

麻 ま

呂 ろ

朝
臣

あ
そ
み

大
伴

お
ほ
と
も
の牛 う
し養 か
ひ宿 す
く祢 ね

藤
原

ふ
ぢ
は
ら
の仲 な
か麻 ま

呂 ろ

朝
臣

あ
そ
み

三
原

み
は
ら
の

王 お
ほ
き
み

智 ち

奴 ぬ
の

王 お
ほ
き
み

船 ふ
ね
の

王 お
ほ
き
み

邑 お
ほ知 ち
の

王 お
ほ
き
み

小 を

田 だ
の

王 お
ほ
き
み

林 は
や
し
の

王 お
ほ
き
み

穂 ほ
づ積 み
の朝
臣

あ
そ
み老 お
ゆ

小 を

治 は
り田 だ
の朝
臣

あ
そ
み諸
人

も
ろ
ひ
と

小 を

野 の
の朝
臣

あ
そ
み綱 つ
な手 て

高
橋

た
か
は
し
の朝
臣

あ
そ
み国
足

く
に
た
り

太 お
ほ
の朝
臣

あ
そ
み徳 と
こ太 た

理 り

高
丘

た
か
を
か
の

連 む
ら
じ河
内

か
ふ
ち

秦 は
だ
の忌 い
み寸 き

朝 て
う元 げ
ん

�原
な
ら
は
ら
の

造 み
や
つ
こ

東 あ
づ
ま人 ひ
と

右
の
件 く
だ
りの
王 わ
う

�

き
や
う等 ら

、
詔

み
こ
と
の
りに
応 こ
たへ
て
歌
を
作
り
、
次 つ
い
でに
依 よ

り
て

奏 ま
うし
き
。
登
時

す
な
は
ち記 し
るさ
ず
、
そ
の
歌
漏 ろ
う失 し
つす
。
但 た
だし
、
秦
忌
寸
朝
元
は
、

左 さ

大 だ
い

臣 じ
ん

橘 た
ち
ば
な

�

き
や
う

の
謔 た
は
ぶ

れ
て
云 い
は

く
、
「
歌
を
賦 ふ

す
る
に
堪 た

ふ
る
こ
と

な
く
は
、
麝 じ
やを
以
て
こ
れ
を
贖 あ
かへ
」
と
い
ひ
き
。
こ
れ
に
因 よ

り
て
黙 も
だ

し
已 や

み
に
き
。

と
あ
り
、
左
注
に
よ
れ
ば
、
智
努
王
・
高
丘
河
内
の
歌
は
漏
失
し
た
と
あ
る
。

『
萬
葉
集
』
に
作
歌
の
あ
る
も
の
は
、
高
丘
河
内
の
他
、
次
の
七
名
で
あ
る
。

巨
勢
奈
弖
麻
呂
天
平
勝
宝
四
年
十
一
月
の
新
嘗
祭
の
肆
宴
歌
一
首
（

19四

二
七
三
）

藤
原
仲
麻
呂

短
歌
二
首
（

19四
二
四
二
・

20四
四
八
七
）

三
原
王

短
歌
一
首
（
８
一
五
四
三
）

智
努
王

短
歌
一
首
（

19四
二
七
五
）

船
王

短
歌
三
首
（
６
九
九
八
・

19四
二
七
九
・

20四
四
四
九
）

伝
誦
歌
一
首
（

19四
二
五
七
）

林
王

記
名
の
み
（

19四
二
七
九
）

穂
積
老

短
歌
二
首
（
３
二
八
八
・

13三
二
四
一
）

�原
東
人
は
『
藤
氏
家
伝
』
（
下

武
智
麻
呂
伝
）
に
宿
儒
の
一
人
と
し
て
名

が
見
え
る
。
秦
朝
元
は
、
こ
の
時
、
典
薬
頭
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
諸
兄

と
の
会
話
の
妙
を
味
読
す
べ
き
こ
と
、
す
で
に
拙
稿
「
秦
忌
寸
朝
元
伝
考
（

�）」
に
言

及
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
年
、
六
月
二
十
一
日
、
家
持
任
越
中
守
。

⑬
天
平
十
八
（
七
四
六
）
年
九
月
二
十
日

従
五
位
下
高
丘
連
河
内
を
伯
耆
守
。

伯
耆
国
は
山
陰
道
八
ヵ
国
の
中
、
上
国
（
守
・
介
・
掾
・
目
・
史
生
三
人
）
で
、

守
は
従
五
位
下
。
こ
の
三
十
年
前
、
霊
亀
二
（
七
一
六
）
年
四
月
二
十
七
日
、
従

五
位
下
山
上
臣
憶
良
、
伯
耆
守
に
任
じ
て
い
る
。

⑭
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）
年
正
月
二
十
五
日

従
五
位
下
高
丘
連
河
内
・
百
済

く
だ
ら
の

王 こ
に
き
し元

忠
・
大
伴
宿

�古
麻
呂
・
県
犬
養
宿

�古
麻
呂
・
中
臣
朝
臣
清
麻
呂
に

並 な
ら
びに
従
五
位
上
。

高
丘
連
河
内
伝
考
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従
五
位
上
に
昇
叙
。
こ
の
後
、
大
学
頭
に
任
じ
た
か
。
大
学
頭
は
従
五
位
上
（

�）。

大
伴
古
麻
呂
は
こ
の
九
月
二
十
四
日
遣
唐
副
使
に
任
。
こ
の
十
一
月
、『
懐
風
藻
』

成
る
。
撰
者
に
つ
い
て
、
淡
海
三
船
説
・

�井
広
成
説
・
石
上
宅
嗣
説
な
ど
が
有

力
の
よ
う
で
あ
る
が
、
集
中
に
作
を
残
さ
な
い
佚
名
氏
の
一
人
と
し
て
、
高
丘
河

内
説
（
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』）
が
あ
る
。
こ
の
年
、
大
仏
殿
の
建
造
終
わ
る
。

翌
四
年
四
月
九
日
、
盧
舍
那
仏
完
成
し
、
東
大
寺
に
行
幸
、
文
武
百
官
を
率
て

開
眼
の
設
斎
大
会
、「
そ
の
儀
一
に
元
日
に
同
じ
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
歌

は
『
萬
葉
集
』
に
な
い
。
こ
の
年
十
一
月
二
十
五
日
に
新
嘗
会
の
肆
宴
の
応
詔
歌

六
首
の
中
、
智
努
王
（
文
室
智
努
）
の
歌
一
首
が
あ
る
。

二
十
五
日
、
新 し
ん

嘗 じ
や
う会 ゑ

の
肆 し

宴 え
んに
し
て
詔

み
こ
と
の
りに
応 こ
たへ
し
歌
六
首

天
地
と
相 あ
ひ栄 さ
かえ
む
と
大
宮
を
仕 つ
かへ
奉 ま
つれ
ば
貴 た
ふ
とく
嬉
し
き
（

19四
二
七
三
）

右
の
一
首
は
、
大 だ
い納 な
ふ言 ご
ん巨 こ

勢 せ
の朝
臣

あ
そ
み

。

天 あ
め

に
は
も
五 い

百 ほ

つ
綱
延 は

ふ
万 よ
ろ
づ

代 よ

に
国
知
ら
さ
む
と
五
い

百 ほ

つ
綱
延 は

ふ
古
歌

に
似
た
れ
ど
も
未 い
まだ
詳 つ
ま
びら
か
な
ら
ず

（

19四
二
七
四
）

右
の
一
首
は
、
式
部

し
き
ぶ
の

�

き
や
う石
川

い
し
か
は
の年
足

と
し
た
り朝
臣

あ
そ
み

。

天
地

あ
め
つ
ちと
久
し
き
ま
で
に
万 よ
ろ
づ代 よ

に
仕 つ
かへ
奉 ま
つら
む
黒 く
ろ酒 き

白 し
ろ酒 き

を
（

19四
二
七
五
）

右
の
一
首
は
、
従 じ
ゆ三 さ
ん位 ゐ

文
室

ふ
む
や
の智 ち

努 ぬ

真 ま

人 ひ
と。

島
山
に
照
れ
る
橘
う
ず
に
刺
し
仕 つ
かへ
奉 ま
つる
は

�大
夫

ま
へ
つ
き
みた
ち
（

19四
二
七
六
）

右
の
一
首
は
、
右 う

大 だ
い弁 べ
ん藤
原

ふ
ぢ
は
ら
の八 や

束 つ
か朝
臣

あ
そ
み

。

袖
垂 た

れ
て
い
ざ
我 わ

が
園 そ
のに
う
ぐ
ひ
す
の
木 こ

伝 づ
たひ
散
ら
す
梅
の
花
見
に

（

19四
二
七
七
）

右
の
一
首
は
、
大
和

や
ま
と
の

国 く
に
の守 か
み藤
原

ふ
ぢ
は
ら
の永 な
が手 て

朝
臣

あ
そ
み

。

あ
し
ひ
き
の
山 や
ま下 し
たひ
か
げ
か
づ
ら
け
る
上 う
へに
や
更
に
梅
を
し
の
は
む

（

19四
二
七
八
）

右
の
一
首
は
、
少
納

せ
う
な
ふ言 ご
ん大
伴

お
ほ
と
も
の宿 す
く祢 ね

家
持

や
か
も
ち。

文
室
智
努
真
人
は
、
天
武
の
孫
、
長
皇
子
の
子
で
、
こ
の
年
九
月
二
十
二
日
に

「
従
三
位
智
努
王
ら
に
文
室
真
人
の
姓
を
賜
ふ
。」
と
あ
る
。
こ
の
時
、
六
〇
歳
で
、

散
位
で
あ
っ
た
か
。
翌
五
年
七
月
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
亡
夫
人
従

四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
追
善
供
養
の
た
め
佛
足
石
を
作
る
。
天
平
勝
宝
六

（
七
五
四
）
年
四
月
五
日
、
摂
津
大
夫
に
任
官
。
天
平
宝
字
五
（
七
六
一
）
年
正

月
二
日
「
授
従
三
位
文
室
真
人
浄
三
正
三
位
。」
と
あ
り
、『
公

�補
任
』
に
「
文

室
真
人
浄
三
六
十
九
正
月
十
四
日
叙
正
三
位
。
即
改
名
知
努
為
浄
三
。
本
名
知
努
。
」

と
あ
る

（

�）。

⑮
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
正
月
十
六
日

従
五
位
上
高
丘
連
河
内
に
正
五
位
下

正
五
位
下
へ
昇
叙
。
こ
の
日
、
「
遣
唐
副
使
大
伴
古
麻
呂
、
唐
僧
鑑
真
・
法
進

ら
八
人
随
っ
て
帰
朝
。」
三
十
日
、
古
麻
呂
の
帰
国
報
告
記
事
あ
り
。
四
月
五
日
、

聖
武
太
上
天
皇
、
盧
舍
那
仏
の
前
で
鑑
真
よ
り
受
戒
。
閏
五
月
、
沙
弥
勝
満
と
号

す
。
勝
宝
八
（
七
五
六
）
年
五
月
二
日
、
「

太
上
天
皇
、

寝
殿
に

崩
か
む
あ
が

り
ま
し
ま

ぬ
。」⑮
の
正
五
位
下
昇
叙
の
後
、
⑯
の
子
、
比
良
麻
呂
の
卒
伝
に
「
正
五
位
下
大
学

頭
」
と
あ
る
の
が
極
官
位
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
河
内
の
卒
年
は
こ
の
年
以
降
数

年
の

間
と
な
る
。

比
良
麻
呂
の

閲
歴
を
一

覧
し
て
み
る
と
、
『

続
日
本

紀
』
に
お

け
る
初
出
は
、

○
天
平
宝
字
五
（
七
六
一
）
年
正
月
十
六
日
、
任
官
記
事
中
に
、

外
従
五
位
下
高
丘
連
比
良
麻
呂
を
越
前
介
。

と
見
え
る
が
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
に
見
え
る
も
の
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。
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○
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）
年
七
月
三
十
日
、
造
東
大
寺
司
請
経
文
正
倉
院

文
書
に
、

自
筆
の

少
�高

丘
連
比
良
麻
呂

と
あ
っ
て
、
紫
微
中
台
少

�（
正
七
位
下
相
当
）
で
あ
っ
た
。
○
同
四
年
十
一
月

二
日
付
文
書
に
「
少

�従
七
位
上
高
丘
連
比
良
麻
呂
」
と
あ
り
、
「
従
七
位
上
」

で
あ
る
こ
と
○
同
五
年
五
月
七
日
付
文
書
に
「
少

�兼
美
濃
員
外
少
目
従
七
位
上

高
丘
連
比
良
麻
呂
」
○
同
六
（
七
五
四
）
年
五
月
十
五
日
付
文
書
に
「
従
六
位
下

行
少

�兼
美
濃
員
外
少
目
高
丘
連
比
良
麻
呂
」
と
あ
り
、
し
ば
ら
く
空
白
が
あ
り
、

○
天
平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年
九
月
五
日
付
文
書
に
「
坤
宮
官
少

�従
六
位
上
高

丘
連
比
良
万
呂
去
六
月
十
六
日
」
○
同
九
月
八
日
付
○
同
九
月
十
五
日
付
○
同
十

一
月
十
四
日
付
。
し
ば
ら
く
空
白
が
あ
り
、
○
天
平
宝
字
四
年
正
月
十
一
日
付

「
坤
宮
官
大

�正
六
位
下
高
丘
枚
方
呂
天
平
宝
字
四
年
正
月
十
一
日
宣
）
○
同
年

二
月
十
日
付
○
同
年
八
月
二
日
付
。
他
。

こ
の
中
、
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
五
月
十
五
日
と
、
天
平
宝
字
二
（
七
五

八
）
九
月
五
日
の
間
、
四
年
ほ
ど
の
空
白
が
あ
る
。
も
う
一
ヵ
所
、
天
平
宝
字
二

（
七
五
八
）
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）
年
正
月
十
一
日
の

間
、
二
ヵ
年
ほ
ど
の
空
白
が
あ
る
。
「
喪
葬
令
」
に
父
の
「
服
紀
一
年
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
推
量
し
て
、

�

天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
五
月
十
五
日
～
天
平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年

九
月
五
日
の
間
。
天
平
宝
字
元
年
九
月
四
日
以
前
。

�

天
平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年
十
一
月
十
四
日
～
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）

年
正
月
十
一
日
の
間
。
天
平
宝
字
三
年
正
月
十
日
以
前
。

と
な
ろ
う
か
。
河
内
の
年
齢
に
つ
い
て
、
「
天
平
十
五
年
河
内
は
お
そ
ら
く
五
十

歳
台
で
あ
っ
た
ろ
う
（

�）。
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
仮
に
、
天
平
十
五
（
七
四
二
）

年
五
十
歳
と
し
て
、
計
算
す
る
と
、
生
年
は
持
統
七
（
六
九
三
）
年
と
な
り
、

『
続
日
本
紀
』
初
出
の
和
銅
五
（
七
一
三
）
年
、
二
〇
歳
代
・
天
平
勝
宝
六
（
七

五
四
）
年
、
六
〇
歳
代
と
な
る
。
和
銅
五
年
に
二
〇
歳
代
で
播
磨
大
目
従
八
位
上

と
い
う
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
歳
代
後
半
か
三
〇
歳
代
前
半
と
見
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
三
〇
歳
と
し
て
み
る
と
、
生
年
は
天
武
十
三
（
六
八
三
）

年
と
な
り
、
河
内
の
父
詠
が
来
日
し
た
天
智
二
（
六
六
三
）
年
と
二
十
年
の
差
が

あ
る
。
詠
の
年
齢
不
詳
で
あ
る
が
、
当
時
、
「
沙
門
詠
」
と
あ
る
か
ら
二
十
歳
前

・
・

後
で
あ
っ
た
と
み
れ
ば
、
天
武
十
三
年
に
は
四
〇
歳
前
後
で
、
そ
の
親
子
関
係
も

年
齢
的
に
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
す
る
と
、
天
平
勝
宝
六
年
、
七
〇
歳

代
と
な
る
。
そ
の
卒
時

�と
す
れ
ば
、
七
〇
歳
台
前
半
と
な
り
、

�と
す
れ
ば
、

七
〇
歳
代
後
半
と
な
る
。

右
の
推
定
を
年
譜
に
し
て
み
る
と
、

天
智
二
（
六
六
三
）
年
父
沙
門
詠
、
来
日
、

20歳
前
後
か
。

天
武
十
三
（
六
八
三
）
年
樂
浪
河
内
出
生
１
歳
（
父

40歳
前
後
）

和
銅
五
（
七
一
二
）
年
播
磨
大
目
従
八
位
上
、
造
正
倉

30歳

養
老
五
（
七
二
一
）
年
令
侍
東
宮
・
正
六
位
下
文
章
博
士

39歳

神
亀
元
（
七
二
四
）
年
正
六
位
下
高
丘
連
河
内

42歳

天
平
三
（
七
三
一
）
年
外
従
位
下
右
京
亮

49歳

天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
散
位
・
恭
仁
京
宅
地
班
給
使

59歳

天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
紫
香
楽
宮
造
宮
輔
、
造
離
宮
司

60歳

天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
讃
恭
仁
京
歌
（
６
一
〇
三
八
・
一
〇
三
九
）61歳

天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
外
従
五
位
上

63歳

天
平
十
八
（
七
四
六
）
年
従
五
位
下
応
詔
歌
漏
失
（

17三
九
二
六
左
注
）

伯
耆
守

64歳

天
平
勝
宝
三（
七
五
一
）年

従
五
位
上
、
大
学
頭

69歳

天
平
勝
宝
六（
七
五
四
）年

正
五
位
下

72歳
�天

平
宝
字
元（
七
五
七
）年
以
前
卒
か

75歳

�天
平
宝
字
三（
七
五
九
）年
以
前
卒
か

77歳

と
な
る
。

高
丘
連
河
内
伝
考
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四
、
お

わ
り

に

山
上
憶
良
・
大
伴
家
持
・
智
努
王
（
文
室
真
人
浄
三
）
を
は
じ
め
、『
懐
風
藻
』

詩
人
・
『
萬
葉
集
』
歌
人
と
の
文
芸
的
交
流
、
作
品
鑑
賞
に
つ
い
て
は
簡
略
に
ふ

れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
高
丘
連
河
内
の
伝
記
的
一
覧
は
示
し
得
た
か
と
思
う
。
後

考
を
期
す
こ
と
と
す
る
。

注

（

1）
⑨
に
「
岳
」
、
⑩
に
「
岡
」
と
あ
る
が
、
原
資
料
の
曹
案
の
書
記
者
の
誤
記
で
あ

ろ
う
。

（

2）
近
江
・
河
内
の
二
地
域
は
、
五
～
六
世
紀
に
か
け
て
百
済
系
渡
来
氏
族
の
集
団
居

住
地
域
で
あ
っ
た
。

（

3）
「
居
に
依
り
て
氏
を
命
す
る
こ
と
、
従
来
恒
例
な
り
。」（『

続
日
本
紀
』
養
老
元
年

九
月
七
日
条
）
命
名
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

（

4）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
萬
葉
集
二
』
の
「
人
名
一
覧
」
に
「
沙
門
詠
心
の
子
」

と
あ
る
。
典
拠
不
記
。

（

5）
『
河
内
国
西
琳
寺
縁
起
』
（
「
美
術
研
究
」
第
七
十
九
号
、
一
九
三
八
年
七
月
刊
）

に
は
文
証
な
し
。

（

6）
注（

3）に
同
じ
。

（

7）
拙
稿
「
吉
田
連
宜
伝
考

萬
葉
集
人
物
伝
研
究
（
九
）

」
（
「
大
妻
女
子
大

学
紀
要
―
文
系
―
」
第
四
十
八
号
二
〇
一
六
年
三
月
）。

（

8）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
日
本
書
紀
③
』
頭
注
一
二
に
、

慶
尚
南
道
南
海
島
の
古
名
か
。
『
三
国
史
記
』
地
理
志
に
「
南
海
郡
、
神
文

王
ノ
初
メ
、
転
也
山
郡
ヲ
置
ク
。
海
中
ノ
島
ナ
リ
。
景
徳
王
、
名
ヲ
改
ム
」、

「
弖
礼
・
転
也
」
は
異
表
記
か
。
百
済
の
冬
老
県
（
全
羅
南
道
宝
城
郡
鳥
城

里
）
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
。
『
姓
氏
録
』
末
定
右
京
雑
姓
の
「
弖
良
公
、

百
済
国
主
、
意
里
都
解
ノ
四
世
ノ
孫
、
秦
羅
君
ノ
後
ナ
リ
」
は
、
こ
の
地
か

ら
の
亡
命
者
か
。

と
あ
る
。

（

9）
「
上
巻
序
」
に
よ
る
。

（

10）
『
藤
氏
家
伝
』
の
本
文
・
訓
読
は
、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉

著
『
藤
氏
家

伝
鎌
足
・
貞
慧

武
智
麻
呂
伝
注
釈
と
研
究
』
（
一
九
九
九
年
五
月
）
に
拠
る
。
以
下
、
『
家
伝
』
の
引

用
は
、
同
書
に
拠
る
。

（

11）
澤
瀉
久
孝
「
山
上
憶
良
の
生
涯
と
そ
の
作
品
」
（
春
陽
堂
版
『
萬
葉
集
講
座
第
一

巻
』
一
九
三
三
年
二
月
）
所
収
。

（

12）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
二
』
一
四
三
頁
、
脚
注
二
〇
。

（

13）
注（

12）に
同
じ
。
脚
注
二
二
に
、

姓
氏
録
序
に
「
勝
宝
年
中
、
特
有

�恩旨

�聴

�許諸
蕃

�任

�願賜

�之」
と

あ
り
、
天
平
宝
字
五
年
三
月
庚
子
条
な
ど
に
も
多
数
一
括
の
賜
姓
が
み
え
、

聖
武
・
孝
謙
朝
に
は
氏
姓
の
面
で
の
渡
来
人
同
化
策
が
目
立
つ
。
唐
の
模
倣

か
、
対
抗
意
識
に
よ
る
か
。

と
あ
る
。

（

14）
『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
六
月
二
十
六
日
条
に
「
従
四

位
下
藤
原

朝
臣
麻
呂
を

左

右
京
大
夫
。」
と
あ
り
、
脚
注
一
に
「
左
右
京
大
夫
は
左
京
大
夫
兼
右
京
大
夫
の
意
。

�中
略

�天
平
元
年
八
月
の

天
平
改
元
の

詔
で
も
京

職
大

夫
と
な
っ
て
い
る
。
京

職
大

夫
任
官
が
京
家
の
名
の
お
こ
り
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

（

15）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
三
』（
一
九
九
六
年
五
月
）。

（

16）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
続
日
本
紀
二
』
六
〇
七
頁
、
補
注
八
。

（

17）
拙
稿
「
秦

忌
寸

朝
元
伝
考

万
葉
集
人
物
伝
研
究
（
二
）

」
（
「
大
妻
女
子

大
学
文
学
部
紀
要
」
第
四
号
、
一
九
七
二
年
三
月
）。

（

18）
中
西
進
『
山
上
憶
良
』（
一
九
七
三
年
六
月
）
は
、「

外
従
五
位
下
と
な
っ
た
天
平

三
年

正
月
以
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
」
と
し
た
の
は
、
大

ま
か
で
あ
り
、

失
当
で
あ

る
。

（

19）
智
努
王
（
文
室
真
人
浄
三
）
に
つ
い
て
は
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

研
究
』
（
二
〇
一
五
年
一
月
）
所
収
の
第
二

章
論
考

篇
一
「
第
八

節
文
室
真
人
智

努
の
生
涯
」
「
第
九

節
文
室
真
人
智
努
資
料
年

譜
」
、

論
考

篇
二
「
第
二

節
文
室

真
人
智
努
の
萬
葉
歌
と
そ
の
歌
群
―
新
嘗
会
応
詔
歌
群
考
―
」
の
詳
論
が
あ
る
。

（

20）
吉
井
巌
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
六
』（
一
九
八
四
年
九
月
）。

―14― （14）


